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西暦13世紀のはじめ，内陸アジアのかたすみに出現したチンギス・カン
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Cinggis qanひきいるモンゴルは， トルコ・モンゴル系の遊牧民たちをと与ま

とめ， I大モンゴルOOJYeke mangyol ulusと名づける牧民連合体をつくった。

この新興の軍事集団は，つづく半世紀ほどのあいだに，ユーラシアの東西に急

速に拡大した。世界の"育勢は，一変した。

西署1260年，すでにユーラシアのかなりの部分を領有し， I世界帝国」と呼

んでもさしっかえない状態になっていたモンゴルの東西で，大きな変化がおこ

った。東では，この年に拾まった 4年間にわたる帝位継承戦争によって，クピ

ライ Qubilaiが勝利をおさめた。西では，大軍団をひきいて中東の東半をすで

に席捲し，さらに西方への途上にあったフレグ Huleguが，帝泣争奪の発端と

なった兄の皇帝モンケ Mongkeの急死の報をうけ，北シワアの最前裁から旋酉

した。シリア，パレスティナ，エジプトはもとより，おそらくは西欧もまた，

モンゴルの進攻をまぬがれた。

この結果，モンゴル帝国は大きく変貌をとげることとなった。フレグは，

fイランの地Jiran -Zaminに西征軍を中心としてモンゴル政権のひとつフレ

グ・ウルス Huleg註 ulusを樹立する O そして，クピライは当時の世界でもっと

もゆたかであった中国本土をもとりこんで，帝国東方に根拠をもっ「大元ウル

スJ(より正確には，大元大モンゴル国 Dai-o・nyeke mongyol ulus) をつく与あ

けrるO

ここに，モンゴル帝国は，大カアンのクビライが直接ひきいる大元ウルスを

中心に，ロシアをふくむ西北ユーラシアのジョチ・ウルス Joとiulus，イラン方

面のフレグ・ウルス，中央アジア方面のチャガタイ Cayatai一門やオゴデイ

Ogodei系の諸派，さらには東北アジアの東方三王家など，いくつかの政権・

分権勢力からなる多重複合の連合体となった。これを，一種の「世界連邦Jと

見ることもできる O モンゴルは急速に拡大の矛をおさめ，それにともなって，

世界もまた， Iモンゴルの恐怖」の時代から，多極化・安定化したモンゴルを

中心に，人類史上かつてない世界規模の外交環境と国際通商の時代に移りゆく

ことになる O

さて，これまでこの大元ウルスについては，中華王朝のひとつ「元朝」とす
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る立場から，おもに自本・中国を中心に，さまざまな研究がつみかさねられて

きた。しかし，クピライとその血脈を皇帝としていただくこの政権は，たしか

に一面で中華帝国の側面をもつものの，その本質はあくまでモンゴル国家にほ

かならなかった。従来，ややもすれば中華王朝のひとつとして見なしがちであ

ったの辻，ほとんど依拠する史料を漢文文献に限定していたためである O 漢文

史料は，この時代の研究にとってきわめて重要な史料源ではあるものの，モン

ゴル国家そのものについては，いくつかの特別な場合をのぞいて，たちいった

ことをしるすことがあまりできなかったという弱点をもっO

モンゴルとその時代にかかわる文献は， 20数ヶ国語にわたる G そのなかで，

漢文文献とペルシア語文献が双壁の史料群であるが，南者の性格はことなり，

モンゴルそのものについて知ろうとすると，ペルシア語史料の把握が不可欠で

ある G モンゴルは，漢族にたいしては根本において距離をおいたが，逆にイラ

ン系ムスリムにたいしては財務運営を中心に国家の機枢に参画させたからであ

るO

クピライによってつくられた大元ウルスについても.イランの地でしるされ

たベルシア語の史料が， じつはしばしば有効となる O ペルシア語の文献が語る

状況をつかんだうえで，個々の局面やことがらの細部にくわしい各種の漢文史

料からの'1言報をかさねあわせてゆくと，より真実にちかい歴史像が浮かびあが

ってくる O もしくは，漢文史料のなかで，めずらしくモンゴル政権内部の事情

に触れる記録がある場合，それをペルシア語史料が伝える大状況と照らしあわ

せながら分析・確認してゆくと，よ与真相が理解しやすくなる C

こうしたことは，大元ウルスを東方の中華帝国であると決めつけてしまいが

ちであった「通念」からすると，やや信じにくいことかもしれない。しかし，

じつは「モンゴル時代」の東西文献は，ふつう予想されることよりもはるかに，

おもいがけないほどの符合，一致，めぐりあいを見せてくれる C それは，大元

ウルスが孤立した東方帝国でもなんでもなく，いくつかのモンゴル諸政権と密

接な関係をたもちながら，それら全体のうえに立つ「大カアンのウルスJ，す

なわちいわばモンゴル世界帝匿のなかの宗主国にほかならなかったからであ
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るi)

本稿では，これまであまりにも中華の色彩をおび、すぎたかたちで理解されて

きたクゼライ王朝の実態をさぐるねらいから，もっともその冨家・政権の根幹

をなすとおもわれるモンゴル国家としての権力の基礎構造とその変遷について，

ささやかな試論を呈示したいと)

検討にあたっては，対象とする時期を，クピライ時代から，その曽孫にあた

る泰定帝イスン・テムル YisunTemurの治世までに限定する O それは，この

時期にクピライ王朝の基本骨格がさだまったうえで，その枠のなかで政局が変

転しつつ，さらには骨格そのものも， しだいに変容してゆくからである O 政治

史上から眺めれば，ほぽひとつの時代と区切ってさしっかえない。 1328年の

「天暦の内乱j以後， 1388年のクピライ王朝の断絶にいたるまでの60年は，大

元ウルスの政治構造が根本から変化すると) 明朝との攻訪もふくめ，東アジア

から中央アジア，さらにはユーラシア全域にわたる歴史全体が変動する時期で

もある O この時期については，別に論じる O

なお，本稿は全体を 3つの部分にわける O まずはじめに，本稿が扱う「三大

王国制」が，大元ウルスの政治史の展開において，陰に陽に無視できない存在

であったことを示すために，時代のJII貢序は前後するが， I三大王冨制Jが成立

したクピライ時代よりもあとの時期について，モンゴル中央政局の動向を中心

に「三大王国jのゆくえのあらましを当時の政治概況と関連づけながら呈示す

るO それは，ひとつには，従来どういうわけか，研究上の関心や力点がクピラ

イ時代に集中してそそがれがちであるあまち，逆に，クピライ没後の時期につ

いては，ごくあたりまえの政治史の枠組さえ， じつはあやふやなままにとどま

って， しばしば事実と離れた論述もされているように見えるかちでもある O し

たがって，ことがらの性格上，どうしても通史風の叙述にかたむく面もでてく

るが，あえて筆者なりの理解の基本線を提出してみたい。なお，この時期の後

半については，ペルシア語史料がとどきにくくなるため，依拠する文献の中心

は漢文史料となる O

ついで，第二の部分において，その「三大王国Jそれぞれの成立の経韓とそ
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れらの組識・講成・権能・領域などを，クピライ政権の出発期よち，時間を追

ってできるかぎり詳細に再構成する O そして，それら二つの部分を踏まえたう

えで， r三大王国制Jを基本とする大元ウルスの動向が，モンゴル帝国全体と

いかに深く密接にむすびついていたかをもっともよく示す事例として，中央ア

ジアと大元ウルス中央をまきこんで壮大な規模でくりひろげられた1307年のカ

イシャン Qaisanによる奪権をとりあげる O とくに，この前後の事情について，

じつに詳結な情報をったえるペルシア語の年代記 fヴァッサーフ史jTα'rih -i 

Vassがの記事を古写本にもとづいて校訂・翻訳・注解をほどこして紹介する

とともに，関連する東方文献も可能なかぎりくわしく検索・照合・検討して，

14世紀初頭におけるユーラシア東西にわたる歴史像を描いてみたい。

(今回は，第一部分のみを掲載し，のこりは次号とするJ

I クビライ以後の政治変動

(ー) 大力アン権力空洞化への道

(1) 英宗シデイバラの暗殺

至治三年(1323) 八見受亥，第 9代のモンゴル大カアンで，クピライからか

ぞえては 5代自となる大元ウルス皇帝シデイバラ(碩徳八科 Sidibala) は，御

史大夫テクシ(鉄失，事占赤 Tegsi) 以下の高級将官の策謀により，右丞椙バイ

ジュ(拝住 Baiju) とともに移動式天幕のなかで殺された。秋のおとづれとと

もに，夏期の都である上都から冬期の都の大都(現在の北京の直接の前身)へ

南還する途上，南坂庖という名の宿駅をかねる行営地に野営したときのことで

あったT

ときに，シデイバラは21歳。翌年二月にたてまつられた漢語による廟号は，

英宗。同年四月のモンゴル語によるそれはゲゲーン(播堅，潔堅 Gegegen~

Gege'en~Geg6215J)，すなわち「英明j。いずれにしても，剛明・容敏であった

とされるこの若い大カアンをしのばせる命名であったT

シデイバラは，絶大な権力者であった祖母のダギ(答己 Dagi) 太皇太后が

前年の至治二年 (1322) 年九月丙辰に7) そしてその寵臣で太師・右丞相とし
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て中央政権を握っていたテムデル(鉄木迭児 Temuder) がその26日まえの八月

庚寅にデ あいついで他界した結果，ょうやく自分の「新政」を本格化しよう

とした矢先に殺害されたのであった。実権を掌握してからほぼ l年，通算でも

わずか 3年半にすぎない在位であった。密謀の中心人物であったばかりでなく，

殺害の当の本人ともなったテクシは，一揮されつつあった氾テムデル与党のひ

とりであり，自分の生きのこりを賭けて，皇帝と右丞相をみずから手にかけた

のである O

歴代のモンゴル皇帝の死因には，自黙死は少なく， 1邑殺を疑わせる場合のほ

うがむしろ多いが，それにしてもこれだけ歴黙としたかたちで大カアンが殺さ

れたのは，はじめてであった。史上，この事変のことを試虐がおこなわれた駐

揮地の名をとって，ふつう「南壌の変」と呼ぶi)

大元ウルスの政局は，いやおうなく，ここで大きく変化せざるをえなかった。

1294年にクピライが長逝して以来，成宗テムル Temur，武宗カイシャン，そ

して仁宗アユルパルワダ Ayurbarwadaの三代，およそ25年間，表面だけを見

ると，大元ウルスの冨運は申し分なく JII真調のようであった。中央アジアをおも

な舞台とするモンゴル帝国内の紛争は消滅し，きわめてゆるやかながらも，モ

ンゴル帝国全体は大元ウルスを中心に東は日本海から西はドナウ河口にいたる

巨大な版図をひとつのものとする「連帯性yO)を田復していた。人類史上で最

大の帝国が，それなりの安定を保って平和状態で落ち着いていたこと自体，驚

異といえなくもなかった。

しかし，あくまでそれは表面だけのことにすぎなかった。ひと皮めくると，

クピライ自身の強力きわまる指導力のもと，各撞のブレイン集冨を駆使して幾

多の国家プロジェクトと新国家建設事業が推進された30年余の緊張と統制の時

代をすぎて，クビライ王朝の中央権力そのものは， しだいに弛緩しはじめてい

た。モンゴル帝室・族長・集団 .e僚にたいする定例・臨時をとわない巨額の

賜与をはじめ，各種の乱費がもたらす財政危機は慢性化していた。くわえて，

あきらかに1310年代にはすでにはじまっていた「地球規模Jの長期の異常気象

と洪水・地震などの異様な天災の連続による不作・ m鐘・流亡・暴動などが，
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追いうちをかけていたっ 14埜紀のユーラシア全域をおしつつんだ異様きわまる

「大天災」は， とぐれほど重大視してもしすぎではなしL 大元ウルス政府当局に

とって，最大の政治課題でありつづけ，これに苦しみぬくことになる O モンゴ

ル帝国にかぎらず， 14量紀のユーラシア各地における政治・社会変動の背景に，

この巨大な自然災害のもつ意味は， もっと考慮されていいのではないかと考え

る11)

さらに，大元ウルスの政権内部に目をむけると，なによりも政局を混迷にむ

かわせたのは，いまや人類史上でおそらく最大の権力と富の所有者となってし

まった大カアンの位をめぐる争いであった。それは，クピライ以後は事実上，

その虫採のみに候補者が設定されることになったため，クビライの血をひく各

王読のあいだに強いライヴァル意識をひきおこした。そして，それは，それぞ

れにつながりやかかわちをもっ也の帝室・諸侯をはじめ，集屈と個人をとわず，

さまざまなレヴェルで思惑と野望をもっ多くの人間をまきこまずにはおかなか

った。

ここで，ごく簡単にクピライ諸系と「三大王国」を構成した血統について説

明しておきたい。クピライと正后チャブイ Cabuiの間には， ドルジ Dorji，チ

ンキム Cinkim，マンガラ Mangyala，ノムガントJomuyanの四人のむすこが生

まれた。これらの嬬子の廷か，他の后妃から七人の庶子が誕生したが，モンゴ

ル皇族・貴族の通例にもれず 矯庶の区別辻厳重であった。

このうち， ドルジは早逝し事実上で嬬長子となったチンキムが，まず燕王，

ついで「皇太子j とされ，父クビライの擦もとにあたる華北一帯の庶政の責任

者とされた。いっぽう，マンガラは安西王の称号をあたえられ，父の即位前の

i日領であった険西の京兆(現在の西安)を冬都，六盤l臼の開成を夏都に季節移

動しながら，険酉・甘粛・四JlI.雲高・青海・ティベトの西面地域すべての統

轄者となった(庶子の雲南王フゲチ百註geciは雲甫方面，おなじく酉平王オク

ルクチ OqruqCiはテイベト方面を担当したが，ともに大きく辻安西王の統令下

に属したと考えられる)。さらに， ノムガンは北平王(もしくは北安王)に封

ぜ、られ，モンゴル本土とそこに展開する伝統の千戸群とチンギス以来のオルド
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Ordo群の長となった。それぞれの王権のしたには，担当地域に所領をかまえ

権益を有する各種の帝室・諸王・費族・軍関などがくみこまれた。チンキム以

下の三人の嬬子は，いわばクビライの分身であり，中・西・北の三つに分割さ

れた大地域と王権の上にクビライ自身が内蒙地区と大都周辺を「首都富Jにし

て君臨する体制となったのである O

本稿がいう「三大王国」とは，このチンキムの中央王国，マンガラの安西王

国，そしてノムガンの北平王国をさす。このうち，ノムガンは嗣子なく地界し

たため，チンキムの嬬長子カマラ Kamalaが晋王の称号をあたえられて，その

遺鉢をついだ。晋は，もとより山西のことである O カマラ継襲にあたって，二

字王号より一字王号に格あげされ， r北方」のモンゴリア王であることから，

春秋時代の北方の覇者であった晋の雅名がとられたのである C これにともなっ

て，マンガラの次子アルタン・ブカ AltanBu伊にも，一字王号の秦王があた

えられた。秦は，やはり関中に根拠い西方の覇者であることを含意する O た

だし，マンガラ怯界後，その王権は第三子のアーナンダ Anandaが承襲し，か

れは旧来の安西王を名乗るのを好んだので(次兄アルタン・ブカとその系統に

秦王の称号だけを認めてまつりあげた， ともいえる)，こちらはもとの名のま

まであった。

これが，クピライ時代における大元ウルスの基本型であった。晩年のクピラ

イは，孫たちがひきつぐ三大王国のうえに乗っていた。しかし，このクピライ

嬬出の三大王家による分有支配体制は，クピライが大カアンのうちはよかった

が，クビライが80歳というモンゴルとしては異様なほどの長命のすえについに

みまかると，不安定にならざるをえなかった。いったい誰が，これら三大王国

の統括者である大元ウルス皇帝となるか，ということである O その帝位は，全

モンゴル諸政権にたいしても君臨する大カアンなのであった(以上の詳細は，

Eで扱う)0 

モンゴル帝国において，大カアンという存在は，本来，チンギス一族を中心

に結束する「モンゴル共同体」の安寧と富貴をもたらすものとして，それにも

っともふさわしいとされた実力者がえらばれるはずであった。そうであるから
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こそ，唯一絶対の権能があたえられた。あくまで，モンゴル全帝室が参加する

総会議，すなわちクワルタイ弓uriltaiにおける互選が原則であり，その原則は

クどライ家が大カアンの位を独占することになったクピライ以後も， しだいに

建前にはなりながらも，形式上では遵守されつづ、けた守 モンゴル国家におい

ては，苦冨を小型にひきうつした各ウルスの場合でさえ，君主の交替は，たん

に首長が別人にすげかわる程度のことではとうていなく，王朝が交替するとい

ってもよいほどの激烈な体制と組識のくみかえをもたらした。まして，世界の

帝王といってもいい大カアン位の争奪は，もはや帝位だけの問題にとどまるは

ずもなかった。

したがって当然のことながら 大カアンの他界にともなう帝位継承のふし目

には，それなりの爵争がおこり，それが二度・三度とくりかえされるうちに，

帝権を主張するいくつかのクピライ王統とそれをいただく与党の色別は鮮明と

なった。相互のきしみや対立は，大カアン逝去という「異常時jではなくても，

現体制をくつがえして政権交替とそれによる自己の浮上をねらおうとするここ

ろみをつねに生みだした。そうなると，現に政権を保有する側も，たえず油断

なく目をくばり 警戒をおこたらないようにする必、要があった。「異常時j と

「平常時」とにかかわらず，大カアン位をめぐる暗関は， しだいに定常化した。

しかも，それはときどきの帝位のゆくえやおりおりの「叛乱」の事後処理のし

かたによっては，より大きなしこりと復讐心を，負の遺産として次世代の各王

統・党派にのこしていった。その結果，あらたに政権を握った慨による報復が

そのたびごとにおこなわれ その応酬がますます混迷に拍車をかけることにな

った。

英宗シデイバラの暗殺は，クピライ没後の帝{立をめぐる争いの第ーの波が昂

まった結果であった。成宗テムル以後の30年間にわたる政治史のひとつの帰結

点でもあった。そして，よ与大きな変動を生む転回点ともなった。

(2) ひよわな大カアン成宗テムル

こうした事態をもたらしたひとつの重要な原因でもあり，そしてまた当然の
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結果でもあったのは，大カアン権力そのものの空洞化であった。

たとえば，成宗テムルは，祖父クピライの後継者をきめるクリルタイの席上，

雄弁さをもってもうひとりの有力な候補者であった実兄の晋王カマラを圧倒し

て帝位を手に入れたと，ラシード・アッデイーン Rasidal-Dinの『集史j

Gami' al-Tavarfhは語る12テムルはクピライの最晩年に，亡父チンキムの所

持した「皇太子の宝Jの玉璽を授与されていたから，この時点では中央王国が

北方王国の晋王家をおさえたかたちとなった。

しかし，そのおなじ f集史Jが，大カアンとなってからのテムルは酒ぴたり

で，出御のときには馬にものれず，輿でゆくほど，心身ともに弱く病んでいた

ことを伝えている15) なによりも個人としての有能さ，果断色実行方がもと

められるモンゴル大カアンとしては，考えられないことであった。

フレグ・ウルスの宰相でもあったラシード・アッディーンは，成宗テムルと

完全同時代人であり，かれ自身の車接の主人であるフレグ・ウルス第七代君主

ガザン Gazaη<razanの命で fモンゴル史J(この部分を中核に，のち世界諸

種族史をつけくわえて， r諸史を集めたものふすなわち f集史j となった15))

を屋家編纂していたまさにその時の現モンゴル大カアンが或宗テムルであった。

自分の主人の主人がテムルであった。あからさまな非難は当然ひかえるべきは

ずの当時にあって，こうした記事が平黙としるされることは，よほど現職の大

カアンであるテムルの軟弱ぶり，無能ぶりが帝国全土に知れわたっていて，も

はや書いてもさしっかえない江どであったからだと考えざるをえない。

というのは，当時ベルシア語はモンゴル治下のユーラシアで， もっとも通用

する国際語であったばかりでなく，大元ウルスの宮廷・政府の内外でもイラン

系ムスリム臣繁はたくさんいた。それに，なによりも f集史jはその完成後，

各地に送られたからである O つまり，モンゴル東方でも読めたし，見れた可詑

性が濃い。また，それを承知のうえで『集史Jは編纂されたと考えていい。な

お，こうした現権威者の実像にたいする率直な記述は，漢文の記録には，きわ

めてあらわれにくいものである O

成宗テムルは，その13年の治世のうち，前半の 7年間は，亡父チンキムの正

ハV
宅

2
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妻で彼自身の実母であったココジン・カトン GT: Kakgfn hatunくKo売ejin

qatun (間関真。伯藍也怯赤 BairamEgeaともいう 16)) の事実上の監督下にあ

ったF 母の助言がなければ，重大事の決断はつかなかったデ そのココジン

が，大籍、四年(1300)二月にみまかつてからの後半の 6年間にいたっては，病

状がますます進行して政務をとることは，ほとんど不可龍となった。このこと

は，漢文史料も明記するPj そのため，一切の大権は，コンギラト族

Qonggirad出身の正后が他界したのち筆頭皇百となっていたパヤウト族

Baya'udのブルガン・カトン GT.TV : Bulugan hdtun <Buluyαnqαtunの手に帰

した30) 成宗テムルが単独で国務を親裁した時期は， ，まとんどなかったといっ

ていいO

ところが，かれの治世そのものは， じつは帝国は多事であった。その治世の

はじめには，オデゴイ系の牧民英雄カイドゥ Qaiduが，その中央アジア王国

ともいえる「カイドゥの国Jmα1nlakat-i Qafdu 'iの総力をあげて大元ウルスと

クピライ王朝の覇権に挑戦してきた。じつは， r通念j とはちがい，カイドウ

はクピライにたいしては藍接に歯むかおうとはしなかった? ところが，成宗

テムルの登極となったとたん，意度を一変して攻勢をかけてきたのは，おそれ

ていた帝王クピライがしヨなくなったというなによりもの理由のほか，その後継

者となったテムルの力量不足を読んだうえで あわよくばクピライ一代の産物

である大元ウルスの崩壊を引きだせるかもしれないと判断したこともあったの

だろう? ところが，そのカイドゥのほうが， 1301年の大会戦でうけた手傷が

もとでみまかり 23) その結果， rカイドゥの国jが瓦壊して東西和合がなった

の は? おもいがけない竪史の皮肉な産物なのであって，宮廷の奥深くにひき

こもって伏せっていた成宗テムル自身の手続によるものでは，もとよりなし~

(3) 武宗カイシャンの挫折

大徳十一年(1307)正月，成宗テムルカτ42歳でついに病没したのち，壮大な

規模で展開した一連の変転(これについて辻，自で詳述する O なお，このとき

の動乱の冒頭，安西王家の第二代アーナンダは，ブルガン・カトンとむすんで
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帝位を手中にしたかに見えたが，アユルパルワダを擁立しようとするグループ

に倒された。このかぎりにおいて，二度つづけて中央王国のほうが，帝位の確

保に成功したことになる)のすえに査堰をはたした武宗カイシャンは，即位の

とき，まだ27設と若く， しかも実力で帝位をえただけに，叔父の先代皇帝テム

ルにくらべれば，はるかに行動力・実行力にとんではいた。にもかかわらず，

結果として大アカン位の空洞化が，一層すすんだのはどうしてか。

カイシャンは，成宗テムル時代の大半を，アルタイ方面に展開する大元ウル

ス軍の総司令官として，最前線の軍営ですごした。成宗テムル政府は，モンゴ

リア王である晋王カマラだけではカイドゥ陣営の攻勢をささえきれないと見て，

すでに逝去していた次兄ダルマパラ Darmabalaの嬬長子である姪のカイシャ

ンに中央軍団から精鋭部隊をさいてあたえ，おくちだしたのである O あきちか

に， r厄介ばらしリを兼ねていた。

モンゴリア方面における対カイドゥ戦は，三大王冨のうち，まず北方王国と

中央王国のふたつをもってあたり，のち安西王国のアーナンダも戦障にくわわ

るO アーナンダは，大元ウルス酉面の甘粛・ウイグリスタン方面に当初は軍を

展開させ，カイドゥ側の進行にそなえていたが，モンゴリア方面が主戦場とな

る形勢が判明すると，北へ安西王国軍の主力を転進させた。三大王国の総力を

あげる布陣となった。

カイシャンは全軍の棒頭に立って， じつによく力戦奮寵した。モンゴワア担

当でありながら，失敗をかさねた伯父方マラにたいし，カイドゥ軍とのモンゴ

ルどうしによる史上最大規模の会戦に勝利をおさめる原動力となった。かれは，

モンゴル本土と中央アジア方面の現実，遊牧生活と軍球生活の苦楽には，よく

通じていたと見ていし'0

その10年江どの駐留の関，ペルシア語の史料によれば，カイシャンは敵味方

を関わず，愛されていたといわれる35) おそらく，若々しい武者ぶりと，かれ

自身がよほど愛らしい性格のもちぬしであったのだろう C くわえて，わずか17

歳で苦難の帝室内戦の最前線へ「飛ばされた」ことも，立場をこえた同情と憐

澗を誘ったのかもしれない。
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カイシャンは，カイドゥのj支後.，チャガタイ家のドゥア Dü'ã<Duya~Du'α

~Duwα と組んで東西停戦を実現し，カイドゥ系の一門を追いおとしつつあっ

た? ところが，いちばん東還していたアーナンダが，成宗他界という幸運を

とらえて，中央権力を掌握しかけているとの報に，政権獲得をめざしてモンゴ

ル高原を「大返しJした。そのときも，かれがいったん滞留した故都カラ・コ

ルム Qara-qorumの陣営には， r諸王・勲或，畢く会すJ27)といわれるほど，異

常なまでに人気が高かった。その時点では，大都にはすでに，かれの実弟アユ

ルパルワダをかつぐ政権が いったん樹立されていたのだから その人気はよ

ほどのことといってよかった。

ただ，人柄や軍事上の才幹と，政治上の手腕とは別ものであった。おそらく

は人の良かったカイシャンは，その人気に素直に一生懸命こたえようとしたた

めか，即位後，莫大な額の褒賞・賜与を全帝国にむけて乱発したデ また，そ

れまではクゼライ嫡続の「三大王国」にしか認められていなかった一字玉名の

封号乞帝国内の主要な王家と姻族家に授与し，一挙に13もの最高待遇をうけ

る家柄を出現させた39) これは，その格式にともなう毎年の定例賜与の醸出を

意味していたから，その財政負担は無視できない巨額とならざるをえなかった。

モンゴル帝国史上でおそらく最大規模となったカイシャン即位の域銀振舞は，

政権獲得の功労者たちばかりでなく，中央官庁づきの大勢の京朝官たちから，

その身は広大な帝国各地の任地におりながら，中央政府の高官・高位を「迄

授Jされたものまで，おびただしい数の人間にゆきおよんだ。アルタイ方面の

前線にとどまって，カイシャン不在の西部戦線を維持した武将たちは，いうま

でもなし'0そのためこれ以後，本来は実職である丞相・平章のほか，もともと

名誉称号にちかいとはいえ，授号されること自体が稀有で、あるはずの関!有議同

三司・司空・司徒・太前・国公などの肩書をもつものが，とくにめずらしくな

くなった3?

とりわけ，そのごの大元ウルスの歴史展開のうえで重大な意味をもったのは，

このときカイシャンの直接の庵下にあったキプチャク Qïpè叫，アス Asu~

Asud，カンクリ Qanゅなどの軍事集団が大きく浮上したことである O かれら
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は，クピライ時代に大カアンの直属軍団として編成されながらも，純モンゴル

貴族たちからは，はるか下位におかれ，ときには蔑視されることすらあった。

ところが，アルタイ戦線で苦楽をともにしたカイシャンをおしたててその即位

を実現させた功績により，そのカイシャンの手で一気に純モンゴル伝統貴族た

ちと肩をならべる地往にまでひきあげられた。これをきかいに，かれらは政治

の表舞台にたち， しだいに実権を掌握してゆくことになる守

カイシャンは，また異様なiまどの建設ずきであった。即往の翌丹にあたる大

徳十一年六月には，大都と上都のあいだに位童するオングチャドゥの地(旺冗

察都，王忽察都。司会支のあるところj を意味するモンゴル語ongyucadu32)の

音写)に中都と名づけるもうひとつの帝都を造営しようとしたり，大都域内に

も母后ダギのための専用オルド兼宮殿群として興聖宮を建造するなど，各種の

営繕事業をおこそうとした。その結果，即位にともなう桁はずれの莫大な下賜

のため，ただでさえも逼迫していた中央財政は，危機に瀕することになったぞ

しかし，なによりもともかく，カイシャンは，わずか 3年半の帝位で地界し

た。至大四年(1311) 正月元旦，なんの前触れもなく突然に「不藻」となり，

八日に大都域内の玉徳殿でみまかった。在位中のカイシャンは，腹心のカンク

リ将軍アシャ・ブカ(阿沙不花AsaBuqa) から，過度の飲酒と荒議が健康を

そこなうことを心配されるような生活ぶりではあったがデ) それにしても不可

解な点の多い不意の死であった。

この前後，カイシャンの実母であるダギ皇太后とその愛児でカイシャンの実

弟でもあるアユルパルワダ皇太弟，およびその側近たちの動きは，微妙かつ不

自然である O ただし，文献には，それとしてわかるようには明示されない。こ

のすぐあと時位した仁宗アユルパルワダの時代には，それなりの人数の漢族文

人官僚が登用され，モンゴル治下の「中国」ではめずらしく「文運Jがさかん

であったなどとしばしばいわれる O それらのものの幾人かは，かなりの分量の

文章をのこしているが，カイシャン他界前後の事情となると，いずれも寡黙と

なり，直接の言及を避けている C その一方，ダギとアユルバルワダにたいする
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かれらの手になる賛辞や美辞麗句は，一面で後世の人間や苛究者の自を狂わす

京国ともなっているが，もう一面では，逆に時の政権が覆いたかった事実がど

のあたりにあるのか，結果として示しているように見える子)

従来，カイシャンの治世については，負の評価がふつうである G それは，お

おむね，次の仁宗アユルバルワダ時代を伝統中華王朝にちかい「良い時代jだ

としてきた毘定観念の裏返しである O しかしカイシャンは，どんな政権構想

をもっていたのか，はっきりと示す間もなく他界したっただし，当時の結客観

'1育勢から眺めて，少なくともひとつだけ見逃すことができないことがある。そ

れは，クピライ時代以来，モンゴPル帝国内の最大の懸案だ、った東西紛争を，最

前線に立って終束させる当の本人となったカイシャン自身の登極によって，帝

国全体がより強い再結束への可能性を誌のみせていたことである C

モンゴル帝国の完全な統合をながらくはばんできたのは，ょうするに，東西

をつなぐ位量にある中央アジアが，チャガタイ家のアルグ Alyuの他界とバラ

クBara司の拾頭、以後，クピライ王朝を頂点とする帝国体制から離脱していた

ことにあったデ ところが，アルタイ方面に滞陣するカイシャンとむすぶこと

によって，福願であったチャガタイ家の単独主権樹立への道が関かれたドゥア

一門は，カイシャンを徳とし，その威令になびいた。

東西停戦がなった1303年の重後から !日カイドゥ王冨内での奪権関争に転じ

ていたドゥアとその諸子が，ほほ中央アジア方面の牧民連合体の組みかえと再

編をおわりかけていたちょうどそのとき 盟友のカイシャンがモンゴル大カア

ンとなった。これはまったくの偶然事ではあったが， ドゥア一円を盟主とする

いわゆる「チャガタイ・ウルスjは，皇帝カイシャンの正式承認をえることで，

名実ともに確立したといっていい37; 直接には，カイドゥの子チャパル亡apar

やグユク G灯台gの孫トクメ Tugmeらオゴデイ諸喬の活動は，大カアン政府の

ドゥア家への肩入れによってとどめをさされた?

『元史j武宗本紀によれば，カイシャンは即位の翌年にあたる至大元年

(1308) 七月，その政権づくりがひととおり済んだころ，帝国酉方の三人の権

力者，すなわちチャガタイ・ウルス当主のコンチェク Konceg，ジョチ・ウル
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ス当主のトクタ Toqto-ya ~To弓to'a~ Toqta，フレグ・ウルス当主のオルジェ

イトゥ Oljeit註にむけて，正式な使者だけでもそれぞれ 9人， 12入， 20人とい

う使節団をあいついで送りだしたデ モンゴルの習'漬では，通常，使節は三人

であるから，この場合はその随員までふくめて考えると，大変な規模の派遣団

となる40)O それにこうした大カアンの側からの遣使の記事が，ペルシア語

史料はともかく，漢文の『元史jにしるされること自体，めずらしいことであ

るi1)

あきらかに，大カアンとなったカイシャンは，モンゴル帝国全体をにらんで

いた。そして， ドゥアの子コンチェクにとっては，ジョチ家のトクタ，フレグ

家のオルジェイトゥと同格の扱いをうけたことは，またとない政治上の効果と

なったことだろう C われわれがふつうにイメージする大カアンのウルスと他の

西方の三ウルスというモンゴル帝国後半のかたちは， じつはこの代表使節団の

派遣のさいに定まった。

こうしてみると，放芹ともいえるカイシャンの金品・王爵・官職の乱発は，

ふつうに誌もちろん非難の対象でしかないが，曽桓父クピライが夢みて果せな

かった全モンゴル勢力の統合にむけての布石，もしくはその糸口としての融和

策の面があったとすれば別の意味あいをおびてくる O

カイシャンは，前述の使節田派遣と同時期に，安南国・緬国へも遣使してい

る12) 西方の三ウルスの場合とおなじく，おそらく詮路によるものであった。

さらに，翌至大二年 (1309) 九月には，占八(チャンパー Champ討をはじめ

とする「海外諸国J(東南アジア多島海域からインド洋方面の地域・港湾都市

国家群)へも代表団を，こちらは海路で，送りこんだ。それは，ウイグル出身

でサンスクリト，ティベト語，ウイグル語，モンゴル語，漢語などの諸言語に

通ムサンスクリト仏典・ティベト語仏典などの訳経事業にも活躍した文化・

文教担当の有名なカルナダス (Karunadaz迦魯納答思，合魯納答思)らの奏請

をうけたものだとされる?

東南アジアからインド洋方面については，すでにクゼライ時代の末期に，武

力進攻による直接統治策から通商など経済を基軸とする関係樹立への転換がは
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かられ，その結果，インド洋上ルートを使った f南回り jの東西交通と国際通

商活動が，クピライ王朝とフレグ・ウルスのふたつの権威と庇護の連携のもと

で， しだいに活性にむかいつつあった44yO カルナダスは，その言語能力から，

かつてシンハラ・ドゥヴィーパ(星日会科的威 Sim如何-dvipα)，現スリランカ以

下の20余国が入朝したさい，上奏文の翻訳と通訳にあたり，クピライ政権の政

策転換を演出した前涯をもっていた15j したがって，カルナダスを筆頭人とす

るこのたびの奏請は，クピライ時代に方向づけられた政経一致のかたちによる

洋上ルート交易冨の掌握という方式について あらためて新政権の注意を喚起

し，その再確認をもとめるものであったと考えられる O

成宗テムル時代には，中央政権の目は，どうしても焦眉の問題であった中央

アジア内戦のほうに集中しがちであった(クビライ没後も放棄されていなかっ

た日本遠征計画が，ついに実現しない主因もこれである)。しかし，東西和合

の実現により，窪路と海路の両方をつうじたユーラシア循環交通網は，いまや

政治上，まったく障害がなくなっていた。大元ウルスを中心とする「モンゴル

連邦jの主権のもと 世界は史上はじめて政治と経済の壁をもたない「新時

代jへむかう可龍性が開けつつあったのである。すくなくとも，カイシャンと

その政府大官たちは，当時の大状況をそう認識していたとおもわれる O

おそらく，西方の三ウルスへの遣使と，これら東南アジア・南アジア方面へ

の皇帝勅使の派遣とは，たがいに連動するものであった。ょうするに，クピラ

イ時代の30年間に計画され用意されてはしミたものの，帝室内戦に足許をとられ

て十分な実現にはいたっていなかった「ユーラシア大交易圏構想J46)が，カイ

シャン政権のもとで姿を見せはじめていたのである G

じつは，内政面においても，クどライ時代への自帰の姿勢は，はっきりと見

られる O それは，親裁する大カアン自身を中心に軍事と経済が一体化した国

家運営の方式である O とりわけ 財務官探群を主力とする中央政容の主導によ

る経済復先型の側面がきわだつ O

カイシャンは，中国在来の行政・庶務・人事統制の中央機関である中書省と
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並行して，経済専管のもうひとつの中央機関として尚書省を設置した? この

尚書省の職掌は，ごく単純に現在の日本匡の場合にあてはめていえば，大蔵・

通産・建設・農水・郵政・科学技術・経済企画・匡税の各省庁をすべてと与ま

とめたものにほぼ相当する。従来の中華王朝には こうした中央機構は存在せ

ず，クピライが政権樹立ののち，はじめて設置した。おそらく，その発想は，

イスラーム中東世界では当然であった財務庁 diwanに由来する G ラシード・

アッディーン『集史』以下のペルシア語史書も そう表現するヂ

ただし， 1260年代，クピライが中華帝国の官紫機構に形式上で範をとった政

府組織を組みあげたとき 中国方面にはそうした概念・用語ともに見あたらな

かった。そこでやむなく，古くからあった中書省・尚書省のうち，すでにモン

ゴルがオゴデイ時代に中央書記局・文書局の中国むけ名称として使っていた

γ中書省」を中富在来型の中央行政機関の己うにふりあて，かたやアラビア語一

ペルシア語の「ディーワーン」と対応して徐々に使用が普及していた「詩書

省J を経済機関のほうにあてはめて，それぞれ噴例を追認するかたちで，あら

ためて正式名称とした。その経済部門の総合官庁である尚書省を，カイシャン

は即位 3年Eの至大二年(1309) 八月に 新政の中心機関として復活させた。

クピライ時代の至元二八年(1291)以来， 18年ぶりのことであった。そして，

在来の中書省のほうについては 実権のほとんどない形式だけの存在としたの

である?

また，貨幣政策においても，同年九丹，カイシャンはクピライ時代の中統

紗・至元診のうえに 23年ぶりに至大銀紗という新紙幣を発行した? モンゴ

ルは，超広域の帝国全土にわたる共通の価値基準として銀を基幹通貨とみなし，

徴税・財務・交易・下賜など，あらゆる経済行為を銀，ないしは銀だてでおこ

なっていた。ただ，肝心の銀そのものが，当時のユーラシア・アフリカにおい

ては，モンゴル世界帝国の政治・経済政策のもとで急速に膨張しつづける通貨

需要をまかないきれるだけの絶対量をもたなかった。銀と連動する紙幣は，そ

の代替物のひとつであったが，このころ「紗法大壊J，すなわち紙幣制度は壊

滅していたといわれるデ ヵイシャンは，新設の尚書省のもとで，紙幣システ
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ムを再建させようとしたのである O

カイシャンはまた モンゴルとしてははじめて銅銭の鋳造にも踏みきった

(ただし，かれの政権があまりにも短期であったため，実実上，記念コイン程

変の意味にとどまちさ、るをえなかった)。尚書雀を新政の中核機関にすえたカ

イシャン政府は この新鋳銅銭と歴代銅銭との交用を認めたことからもわかる

ように? 交紗・塩引・金・銅銭など利用可能な各種の「補助貨幣」の併用を

つうじて，銀を中心とする通貨体制をなんとか維持・管理しようとしたのだと

考えられる C その背景には，カイシャン部位にともなう「パラマキ」政策の結

果としての財政危機はもとよりのこと，そもそもあいつぐ内戦の戦費支出によ

る財政負担にもかかわらず，財政上も制度上も，クどライ時代の遺産を食いつ

ぶすままで，無理のない新財源の創出や信用下落のつづく交秒、制度のたてなお

しなどに，さしたる対策や努力をはらったようには見えない成宗テムル時代の

政権体質が禁視できない。

この点，従来ややもすれば，農を本とし，高(この場合，単なる商業だけで

なく，商品生産や流通，さらに金融もふくまれる)を末とする中華文明の建前

論をことさらにふりかざして非難する当時の漢文文献をそのままうけし亙れて，

カ千シャン政府がおこなおうとした通貨管理・経済政策を頭から否定してとら

えがちであったことはいなめなしL しかし，後述するように，仁宗アユルバル

ワダ時代にしるされた漢文文款の多くは 前代を否定したい政治上の要請にこ

たえた産物であった。ところが，巨縮に調べると，一見そうした記録ばかりに

見える当時にあっても，ただやみくもにカイシャン時代の通貨政策を廃止すれ

ば済むとするアユルパルワダ政府首脳部にたいして異論をとなえるものも， じ

つは複数いたことがわかる7J

とにかく，カイシャンが即位後，とちわけその政権の足もとが定まったかに

見えた 2・3年目に，矢つぎばゃに発表しはじめていた一連の軽済主導型の政

策大綱は，多くの点でクピライ時代をひきうっし，その再現をつよく意識した

ものであったということができる O

もともと，こうした冨家・政権が先頭に立って誘導する商業重視・自由経
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済・通商振興政策は，近代西欧における冨家と資本主義のありかたに先行する

ものとして，世界史上，きわめて注目に値するものである O もとより，歴代の

大元皇帝の政策は，そのときどきに多少の色合いを異にすることはあったが，

大局から見れば，経済重視の姿勢は一種の国策として大元ウルスという巨大国

家の体質にちかいものであったということができる C ところが，そこで注意し

なければならないのは，現代のわれわれの自からは，むしろ当黙と見えるこれ

らの諸施策が，当時の中国本土における漢文化人には不評判であったことであ

るO

それは，おもによって立つ価値観・文明観のちがいによる O 理念上，古代

社会に理想王朝を設定し，発想・表現ともに農本主義・自然経済・原理主義

の建前の束持から，どうしても岳由にはなりきれないふつうの中国読書人・知

識人たちにとって，モンゴル政権，とりわけ1260年以後のクピライ王朝におい

て顕著にみられる重商主義にきわめて類似する国家運営は 歓迎されるはずは

なかったC そうした意識や拒否の感情が，カイシャン時代など，経済重視の姿

勢がふつう以上にはっきりと課携された時期については，文献上の集中非難と

なって極端なまでにあらわれがちとなる O それは，元代漢籍を扱うさいに配憲

しなければならない留意点のひとつである O

ひるがえって，カイシャンによるもうひとつの帝都「中都Jの造営について

も，従来はやはり不評判であるが，それがクビライによる大都と上都の建設を

意識したものであったことは疑いない。カイシャンは政権を獲得するうえでポ

イントとなったカラ・コルムでの即位をのぞまず わざわざ上都に帝室・諸将

の来会をもとめてクリルタイを開催し，そこでの議決をうけたかたちをとって

部位式を挙行した子) 50年ちかくまえの1260年，その 3年後には上都と命名さ

れた開平府で即位式をあげたクビライをあきらかに意識していた。

と法いえ，もちろん，ーにもこにもクビライ方式に準拠するかに見えるカイ

シャンの新方針が，はたして当時の現実のなかで，どの程度に実現可能で妥当

なものであったかは，さだかでない。少なくとも，或宗テムル時代の帝室内戦

による尾大な出費をしのいだばかりで，一息っきかけていた大元ウルス中央政

宅
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府の要人・高官たちにとっては，財政負担を顧慮しているとはおもえないカイ

シャンのやみくもな膨張主義・拡大路隷は，歓迎できる筋合いのものではなか

ったはずである C カイシャンは，そうした内心の反対派たちもあえて粛湾せず，

新政権のなかにとりこんでいた子j 一面でかれの「協調路線Jr融和政策」の

賜物であり，一面でかれの気の弱さ，人の良さの結果であった。しかし，カイ

シャンの突然の他界の背景には，成宗テムル時代のままに中央政府のなかにと

どまることができた大官・要人たちの不安や思惑も，無視することはできないデ

とはいえ，ともかくよくもわるくも実力のある大カアンであることはまちが

いなく， くわえて強烈な方向を帝冨内外に打ち出しつつあった武宗カイシャン

が，おもいきった新政を開始してそうそうに，混乱だけをのこして消えさって

しまったことは，かれの存在が当時の政局全体に占めていた意味あいが大きか

っただけに，よけい大きな反作用を生むことになった。

これをきかいに，大カアン自身の無力化は，逆に否定しがたい趨勢となった。

大カアンとし寸地位に賦与されるE大な権能と責務に押しつぶされることなく，

それを駆使して全モンゴル規模での期待にこたえようとする大カアンは， もは

やこれ以後あらわれない。

(ニ〉 ダギとその時代

(1) 健錦皇帝アユルバルワダ

カイシャンのあとをついだ仁宗アユルパルワダは，母后ダギの健f晶にすぎな

かった。むしろ現実からいえば，カイシャン逝去の日から英宗シデイバラ暗殺

の前年まで，前後およそ12年間，女性ダギの専権時代がつづくこととなった。

この「ダギ時代J，中央政権法極度に内向化し， r三大王国j辻後景におしゃら

れるかたちとなる O 成宗テムル時代に見えだした大カアン権力の空濡化は，仁

宗アユルパルワダ時代にいたって，なまじ大方アン本人は健療体である分だけ，

誰の自にもおおいがたく歴然たるものに映ったと考えられる G

もともと，ダギは，成宗テムル没後の政治変動のなかで，自分とともに亡夫

の18領であった|妻孟の所領(河南省の黄河北岸一帯。 渡河点として名高い孟津

ワム



とその周辺。もともと，モンケ時代のクビライ本領にさかのぼり，チンキムと

その系統に継承された投下領)に就封していた愛児アユルバルワダをおしたて

て，いったんは大都での宮廷内闘争に勝利をおさめ，政権を握った。ところが，

もうひとりの子であるカイシャンが，中央アジア戦線から反転してきたため，

その軍事力に屈伏を余議なくされた。まれに見る気丈な女性のうえ，どうやら

編愛の程度もふつうでなかったらしいダギ57)は不満がおさまらず，一面で気

弱なところのあったカイシャンが母の懇願に抗しがたいのを見抜いて，かれに

無理じいして，その亡きあと辻弟を，という約束を承諾させ， i弟の皇太子」

という奇妙な地位をつくりださせていた?

カイシャンには，長子コシラ Qosila，次子トク・テムル ToqTem註rと，ふ

たりの男児がちゃんといたから，まことに不白熱でおかしな措置であった。こ

れが，より大きな党争と紛乱をまねく原因となる O ともかく，その結果，漢文

史料の表現にしたがえば，カイシャン時代は，その一面において，皇帝カイシ

ャン，皇太后ダギ，そして皇太弟アユルパルワダの「三宮jが鼎立するかたち

となっていたヂ 首都の大都域内で冬営する時期ならば，ちょうど，宮城の中

央にひろがる太液池の巨大な海面をはさんで，その東側の大内にカイシャン，

西側のチンキム以来の皇太子府である経福宮にアユルパルワダ，さらにその北

側に新設されつつあった輿聖宮にダギという三人の立場と関係を晃事にシンボ

ライズした三つの宮殿群が鼎立したヂ おそらく，輿聖宮の造営そのものが，

その意をふくんだうえで，ダギをなだめるための措置であった。ここが，以後

ダギの牙城となった。こうした一連のことがら全体が，カイシャン奪権のさい

の妥協の産物であったことはあきらかである O

母が敷いてくれた路線のままに， i予定どおり j大カアンとなったアユルパ

ルワダとその治世については，これまで不思議な誌ど評価が高い。その理由と

してふつう挙げられているのは，かれが中国文化に理解や識見があち，儒学を

尊重し，兄の放漫財政をたてなおしたなどの点である O たとえ皇帝だからとい

っても， しょせん倍人の性向や趣味にすぎないことが，はたしてどの程度まで

世界の帝王であったモンゴル大カアンの政治評価とむすびっくものかどうか，
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根本からの疑問はさておくとしても，そもそもかれの「美点jとされた諸点そ

のものが，きわめてうたがわし¥"-'0

アユルバルワダ自身は，漢語も漢文もみずからは解せず(もとよち，モンゴ

ル皇帝にその必要はない。それは，大カアンとしての優劣とは関係な ¥;)0 漢

語・漢文を知らなくても，たとえばモンケのように数ケ居語を自在にこなし

ユークリド幾何学にも通じた無類の知識人の大カアンもいたし，元代漢文文献

で無条件に賛美されるクピライも，すくなくとも漢文は解さない)，ただモン

ゴル語に抄訳された漢文典籍の「さわり jを朗読させてよろこんでいたにすぎ

ないヂ 需学尊重も，成宗テムル以来の既定の路線を賭襲しただけのことで，

政治上・文化史上の意義でいえば，武宗カイシャンによる孔子にたいする加封

の詔と中国全土にわたるその刻石の立碑のほうがはるかに大きいデ 財政再建

も，後述するように擬態にすぎず，実際には中央財政はより悪化したとみられ

るO

率査にいって，アユルパルワダにたいする高評緬は，ほとんど誤解である C

それ;え漢文文献の字句の表面に舷惑されている面が否定しがたい。「漢法J，

すなわち伝統中華王朝風の政策のポーズや，それをことさらに意識した文字表

現に遭遇すると，歴史上の現実とはひとまず別に，ともかくもまずは評価した

くなる研究者心理は，客観性を欠き，いささか素朴すぎる態度といわざるをえ

ない。

実際には，家庭教師役であった李孟のすすめで，わずかばか与の漢族士大夫

をおもにサロン文化用の宮廷官僚に「登用」したことと，ささやかな規模にす

ぎなかったが中国読書人・士大夫たちが熱望した科挙を再開したことのふたつ

の理由で，そういわれているといっても過言でな ¥"-)0 ところが，その李孟も，

地方膏吏暑の出身で宮震はなく，懐孟流寓時代のダギにたまたま気に入られて

アユルバルワダにつけられたことが唯一の縁でのしあがった幸運見にすぎない。

その入品も，どうやら下劣であったらしく，さかんに儒者を気取って得意がっ

た。科挙の復活といっても，その首唱者にして第一回目の貢挙と廷試の長官に

なりたいという彼の出身ならではの屈折した心理と名誉欲の産物であった53i
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現実のアユルパルワダは，おとなしいことだけが長所のような人間であった。

かれ個人は，それなりに理解力もあ札嫉妬心や計算高さも人並みにそなえて

いたが，とくに大カアンとなってからは，覇気がほとんど消えうせ，なにごと

にも意欲がなく，諸事ものぐさで，局盟の人関のいいなりになった。とくに，

母親のダギには，まったく頭があがらず，彼女の意向ばかりを気にしていたデ

その意味では，たしかに「天性慈孝」ではあったカマ5) 肝心の母后ダギとその

取りまきたちが全く無定見で復讐心ばかりが旺盛であったヂ

したがって，そのものたちのままに動いた仁宗アユルパルワダの治世は，よ

くもわるくも，かれ自身のささやかな個性とは，本来かかわ与ないところで展

開した。かれの治世を評するには，皇太后ダギと太諦・右丞相テムデル以下の

面々を対象にしなければ，あまち意味をもたない57) 仁宗アユルパルワダに限

っていえば，クピライ王朝における大カアンという地位の機関化，シンボル化

を促進したことに藍史上の最大の意味がある人物といわざるをえない。それに，

そもそも北宋の仁宗の例からもわかるように，仁宗という中国式の廟号は，天

子であったこと以外に特徴にとほしい人間であったことを培に示す辛競な底意

を秘めた命名ではなかろうか。

アユルパルワダの開泣は，少なくとも表面を見るかぎりでは，兄カイシャン

の場合のような動乱のはてによるものではなく，先帝怯界にともなう「皇太

子jの即位という自然で平和裡のおだやかな継承であったはずである O ところ

が，すこし立ち入って考えてみると， じつはまれに見る血ぬられた惨酷な即位

であった。従来，そのことにほとんど注意しないのは，不思議である O アユル

パルワダが，おもてむきは刻として，実際には，あまりにも政務に熱心でなく，

年とともに精神も病んでいったかに見えるのは，即位にまつわる陰惨さも，ひ

とつにはその原因となり，生来きわめて繊縮であったらしいかれの神経が，よ

り圧迫されたためかもしれない。

皇帝アユルパルワダにとって，不利なことはまずしるされないと見てさしっ

かえない『元史j仁宗本紀の公式記事68)を，そのままなぞってみるだけでも，

「ひ



かれの却位がどんなものであったか 事態の一端は浮かびあがってくる O

まず，武宗カイシャンが患をひきとってからわずか 2日後の至大西年

(1311) 正月壬午 (10B)，カイシャンが設置していた総合経済宮庁の尚書省が

廃止された。しかも，尚書右丞相，すなわち政府首班であるトクタ(脱虎税。

TV : TGT A Y / Tugtai < Toqta. rヴァッサーフ史Jによれば，かれは女真族で

ある69))をはじめ，主要な宰臣のほとんどが拘禁された。ついで，その四日

後の丙戎(14日)，左丞のモンケ・テムル(忙;:J枯木児 MongkeTemuりただひ

とりが海南島へ流罪となったのをのぞいて，のこるトクタ以下，尚書左丞相の

サンパオヌ(三宝奴。 TV:SNBNW /Sαnbunu< Sanbaonu. rヴァッサーフ史』

ではウイグル族70))，平章政事の楽実，右丞の保八，参政の王蕪は，ことごと

く処刑されてしまった。

かれらの拘禁の理由は， fl日章を変乱し，百姓に流毒」したとのことであっ

たが，もとの制度をかえたのはカイシャン自身であり，民衆に迷惑をかけたこ

とだけで政府言脳が死をもって責任を間われるならば，モンゴル時代にかぎら

ず，どの時代でもきりがなし ¥0 ょうするに，理由らしい理由はなかったのであ

るO カイシャン政府の中枢は，先帝の政治に参預したというただそれだけの理

由で，カイシャンがみまかつてより 6Bにして壊滅した。モンゴル国家はじま

って以来の異常事態となった?

そればかりではなかった。さらに，壬辰 (20日)には，カイシャンが推進し

ていた中都の築造がとりやめとなり，同時に!日南宋国の降将であった程鵬飛を

はじめとする14人の漢族士大夫と，モンゴル族のドルベン Dorben出身で漢嵐

の姓名をなのる老将のみ1)天挺 ? そして杭ナ1'1路ダルガチのアフマド(阿合馬

Ahmad) の，合計16人を f!司じく庶務を議すJ，すなわちブレインとして招蒋

することが発表された。そして その 2日後の甲午 (22日〉 処刑されたトク

タらに「間前」した「左右可・六部の官の罪を宥すj という奇妙な措置がなさ

れたうえで，さらに 3日後の丁酉 (25日)にはテムデルが中書右丞相，オルジ

ェイ(完沢 Oljei) と李孟が中書平章政事に任命され，事実上において，新政

権が発足されてしまった:3) ょうするに，カイシャンの「不議」から一ヶ月も

月
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たたず，新帝即位もまだおこなわれないうちに，大元ウルスの中央政府は一変

したのである O

これでは，まったくクー・デタである O モンゴル帝国の壁史上，前政権の首

脳部がほとんど処刑ないし粛清されたのは，モンケによるi日グユク派の弾圧，

クピライによる!日アリク・ブケ AriqBoke 派の処分以来のことである O しかし，

それぞれ 3年と 5年にわたる双方が生死をかけた対立もしくは内戦のあげくの

ことであった。平和裡の政権交替でありながら強行された仁宗部位の場合とは

わけがちがう O カイシャン即位のときは，自分が直接にはかかわらなかった大

都における宮廷内闘争において，敗者となった直接の当事者のみを処刑したに

すぎない。しかも，その処分そのものは，アユルパルワダをかつぐ大都臨時政

府が，すでに決定していたものであった? 先帝崩御後，わずか 6日後におけ

る政宥首脳部の抹殺という異様さは，モンゴル帝匡史上できわだっている O

それに，処刑後の措置も，ふつうでなしミ。粛清されたトクタらに中央政府の

官僚たちが「阿附」したというのも奇怪なはなしである O トクタらはカイシャ

ン政権の中枢機関である尚書省の責任者であったのだから，政府官僚がその指

令にしたがうのは当然である? それをあたかも私党の結託のように，ことさ

らにいいたてたのは，それが理屈にもならない無茶ないいがか与であるのはお

そらく承知のうえで，クー・デタまがいの政変に反対するものを威嚇し，新政

権への協力を強要するためだったのだろう O じつは，はじめは政府宮繁を大量

処刑するつもりだったけれども，楊ドルジ(采児只 DorJi)に諌言されて首脳

部だけにおもいとどまったという記録もある O 楊ドルジは，アユルパルワダ側

近であるから，事態は深刻である?

まして，その同じ自に発表された程鵜飛以下の「登用」は，既存の政府宮僚

たちへの牽制で、あるとともに，新政権の出発にあたっての一種の擬態にすぎな

かったと考えられる O というのは，このときの合計16人のほとんどは， もはや

ブレインとしても蕪理な高齢者か，さもなくばまったくただの文人としかいい

ようのない面々であった:7) つまり，政治上でいえば存在することだけが意味

のある弓語り jにすぎなかった。これをもって，漢族官僚の重用などというの
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はおかしい。

こうしたあざといまでによく出来すぎた事態のはこびかたは この政変が司

到にねられた計画性の高いものであったこと，そして不白熱な威嚇や装飾をし

ないではいられないほど 当事者たちにとっても よほどうしろぐらい面のあ

る政変劇であったことをうかがわせずにはおかなしL

とはいえ，なににもまして肝心なことは，次の大カアンもきまっていない時

点で，この異常なまでに激しい政権交替は，いったい誰の命令・権限でなされ

たのか，という点である。というのは，中華王朝ならともかく，モンゴル膏国

では， r皇太子」は， しょせん真の皇太子ではなかった。あくまで，大カアン

は帝室総会議での互選でえら;まれなければならなかった。いいかえれば，先代

の大カアンが，その生前に誰かを後継者に指名していようがいまいが，それは

関係ない。

このときまでのモンゴル帝国において，漢文で「皇太子J，アラビア語-ペル

シア語で valIal-'ahd， valI一‘ahd，vil孟vat-‘ahd(r統治の代理者」の意)とされ

た人物が? そのまま大カアンとなった例は，クピライ末年に「皇太子の宝」

をさずけられていた孫の成宗テムルただひとりしかいない?) まして， r皇太

子jとされていた人物が，大カアン空位の間，政務を代行するなど， じつは皆

蕪なのである O

つまり，カイシャン没後のこの場合でいうならば，アユルパルワダが「皇太

子jだからといって，かれは政府首脳部を入れかえたり，さらには処期したり

するなど，なんの権浪もないのである。もし，これがかれの名でなされたとす

るならば，アユルパルワダはクリルタイを無視したことになり，全モンゴルか

ら否定されることになる O この点 中国風の観念を当黙の前提として，この間

の一連の政治経緯を眺めようとすると，甚大なあやまりを創作してしまうこと

になる O そして，これまでやや，このときの漢文文献が中華風の価値観でつづ

っている一見あたりまえの そのじっ重大な陥穿を秘めた記述を，そっくり字

匂どおり素朴な感覚のままにうけとって，歴史を再構成しがちであったことは

否定できない。

。。



通常，大カアンの没後，新帝選出までの間，庶務をとりさばくのは，地界し

た先帝のカトン，ないしそれに準じる人物，すなわち女性なのである C この場

合は，カイシャンの正后チンゲ(真 ::fCinge) が在世していたのだから， }Il頁当

ならば彼女がその任にあたるのがふつうであるヂ しかし，実際には，この政

変は皇太后ダギがおこない，アユルパルワダも決して無縁ではなかったヂ ど

ちらも，越権行為であった。

アユルパルワダ政権では，カイシャン時代のあらゆる新施策が，大小となく，

ほとんどすべてくつがえきれ，禁止されている O その異常さは，これまでしば

しばいわれたようなモンゴル本土重視と中国重心主義の路線の対立などという

種類のものではなく，惑情が先に立った意趣がえしを感じざるをえないヂ

実権者となったダギは，五台山信仰に熱中して巨費を使い，テムデルは大カ

アンであれば思囲に配意してむしろできないほどの弾圧や強権を執行した33)

皇帝アユルパルワダは，なき実兄の幻影におびえていたのか，皇太子府にこも

ったまま，なかなか大内に入ろうと試しなかった。これには，かれの儒者ごの

みで「登用jされた漢族文人官僚たちも困りはて，出御を乞う上奏文をしたた

めて，現実の姿を後世に伝えてしまったデ)

アユルバルワダは，母后ダギをはじめ，当時のクピライ帝室の多くが尊崇・

熱中したティベト仏教に人一倍，惑溺したと5) ふつうなら，需者官僚たちはこ

うしたことを口をきわめてののしるはずのところだが，それを黙過したうえで

濡学への「傾関jだけを賛美した。前政権への非難とは裏腹に，官爵の乱授は

「笑いを将来に殆すJと心配されるほど激しかったヂ ァユルパルワダ政権と

いう名のダギーテムデル政権を打倒しようとする計画や叛乱は，仁宗の異母兄

アムガ Amuyaの纂奪未遂事件をはじめ， しきりにおこった。モンゴル帝国全

体は，カイシャン時代の遺産で東西の遣使往来など，当初それなりの交流はつ

づいたが，エセン・ブカ (isanBuqa > Esen Buqa. 也先不花)を当主とするチ

ャガタイ・ウルスとは，首誕交渉で済む程度の問題を，仁宗政府が当事者能力

を欠いたため，深刻な軍事衝突をひきおこし，よ乃緊密なモンゴル統合体へ復
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帰・発展する芽はしぼんでいったヂ

仁宗時代の漢文史料は，カイシャン時代の放漫財政を好んで攻撃したがる O

しかしダギとテムデルの放怒ときし費のほうが時間が長い分だけ，おそらく一

層ひどい打撃となった。財政再建に苦慮・格闘する仁宗政権という既裂のイ

メージは，根本において矛盾がある C 財務担当者がどんなに緊縮財政を訴えて

も，政権中枢そのものが甚大な浪費をして懲ちなかったからである。すでに幾

度か言及した漢族官僚の「登用」というもうひとつのイメージも， じつはテム

デル以下の主要宰臣のほとんどは，その地の時期と変わることなく，モンゴル，

ウイグル，ムスリムなどで占められているという単純な事実を忘れている?)

仁宗期，さらにひきつづく英宗期については，ペルシア語の史料はアユルパ

ルワダの即位の模様を伝える『ヴァッサーフ史Jの記述を最後に届かなくなる

もののタ) 漢文文献のほうは各種の文集のほか， r大元通制jの一部分を伝え

る f通制条格iや元刊本のままに利用できる『元典章jなど，この時期に編纂

された政書類もあり，研究をすすめる史料上の条件は悪くなしL ただし，それ

だけにこの時期の漢文文献は，通常以上に同時代の政権についてことさらに賛

美しがちで，それ以前の事柄については，逆に， しばしば否定・非難の方向で

言及されやすい政治構造が背景にあることに留意する必要がある o r元典章J

でさえ，そうである O

政権そのものでいえば，むしろ仁宗期は，全モンゴル時代を通じて居指の無

統制・無秩序・無責任で不安定なときであった。モンゴル帝居全体から見ても，

また大元ウルスの枠内に限っても，モンゴル支配をその内側からつきくずす要

因の多くは，このときに呂に見えて醸成されたといっていし凡そうであったか

らこそ， 17歳で蕪能・無為の父のあとをついだ英宗シデイバラは，大カアン権

力の回復と弊政一新に勇みすぎるあまり，足もとをすくわれ，墓穴を掘ること

にもなるのである C

(2) コシラとシデイバラ

大アカン権力の空洞化 ダギ政権の内向イとをさらに決定づける事態が出現す
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るO それは，のちの英宗となるシデイバラの立太子にまつわる一連の「政変J

である O

仁宗の治世六年目にあたる延祐三年 (1316)十二月了亥 仁宗の嫡子シデイ

バラは皇太子に立てられ，チンキム以来の'撰併にしたがって，中書令，枢密使

を兼ねるかたちとなった。翌年の関正月丙戊には 「建諸の詔jがわざわざ発

せられ，その旨があらためて内外に布告された30)

すべてはダギの意向ではあったものの，この時期にあえてそうしなければな

らないことさらな事情と理由があった。関係の漢文史料は，一見，錯乱してい

るかにみえる O

皇太子の有力候補者は，なきカイシャンの嬬長子コシラと仁宗の子シデイバ

ラであった。廷祐三年十二月の時点でいうならば大徳四年 (1300)十一月壬

子の生まれのコシラは数え年18歳，大徳、七年 (1303)二万甲子の生まれのシデ

イバラは14設である O ともに ダギにとっては孫にあたる。

まず，興味深いのは， r元史J巻116，后妃伝の答己伝である O それによれば，

ダギはコシラが幼いときより英気があるのにたいして シデイバラはやや柔'罷

であるのを目にしていた。そのうえ 「諸もろの輩小」 すなわち取りまきたち

がコシラを立てるとダギに不利であるとしたので，ダギはシデイバラの擁立を

きめた。ところがのちシデイバラが即位し いまや太皇太后となったダギが

やってきて祝賀すると 英宗はうって変わって毅然たるところが顔にみなぎっ

ていた。ダギは， rこの児を養うつもりではなかったj と後↑毎したが，いまさ

らどうすることもできず それを浪みにおもって病いを発し そののち崩御す

るもととなったという 31)

個人の文集など いわば私撰の記録にはかえって見えないめずらしい記事で

ある O いっぽう 実権者の祖母を.揺したかたちとなったシデイバラの治世をし

るす英宗本紀の冒頭には この立太子関題にかかわって 次のような記事がの

るO

仁宗，立てて太子と為さんと欲す。帝(シデイバラのこと)，太后に入謁

して酉辞して日く， r臣は幼くして能なし。且つ兄の在る有り O 宣しく兄

つ】



を立て臣を以て之に輔せしむべし」と C 太后許さず。

やはち，私撰の文章には見えない記録である O これによれば この立太子をめ

ぐっても全権はダギにあることはあきらかである G シデイバラの公式記諒であ

る英宗本紀が，父の仁宗の無力さ， 1府甲斐なさを証明して平気なわけである O

ここでいう「兄j とは，コシラのことである O モンゴルでは，おなじ輩行のも

のどおしは兄弟 α卵白石と呼びあうので不思議とするのはあたらなしL そのま

ま見ると，シデイバラのうるわしい謙譲の逸話であるかのようである O しかし，

じつはシデイバラがコシラをたてるべきだと主張しなければならない事情があ

ったc

それは，コシラのごく短い治世をしるす明宗本紀の冒頭に，次のようにみえ

るO

武宗，入りて大統を継ぐ。仁宗を立てて皇太子と為し，命じて次を以て帝

(コシラのこと)に伝えしむ。

これiま，さきのシデイバラのことばに呼応する。武宗カイシャンは母親のダギ

に追られて弟のアユルパルワダを「皇太子j とするのは了承したが，そのさい，

そのあとには自分の長子コシラを立てるよう約束させたというのである O 政治

上の立場をことにする芙宗本紀と明宗本紀が同一方向のことをしるすからには，

事実であったと判断してまちがいないだろう O

さきのシデイバラのことばは，この約束の履行をいったのである。あたりま

えの美話ではなしL 少年王子のシデイバラがそれを承知して恐るべき祖母のダ

ギにたいしてあえて抗弁をこころみたくらいであるからには，この約束はカイ

シャン，ダギ，アユルバルワダ母子三人だけの「密約」ではなく，よく知れわ

たっていたことだったと考えざるをえない?) しかし，ダギはシデイバラの当

然の申し出を許さなかった。ダギとアユルパルワダは，カイシャンとの約定を

反故にしたc 衆人がそれとわかる約束不履行であった。「登用j された漢族文

人たちとその文集の沈黙は，見事で、ある。

しかし英宗本紀辻逆に，それに触れざるをえなし、シデイバラにしてみれ

ば，自分の立太子，そしてその後の即位は，背信にみちた理不尽な行為であっ
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たことは誰もが知っているのである O おもてむき儒学と徳治を宣揚する仁宗政

権の実態を，当の宣伝係りの文人たちをはじめ，当熱みなが冷笑しているのを

感じて，内外と後世にたいして演技するほど，そのときの少年シデイバラが

「英明jであったかどうかはわからない。ただ，それがいつの時点であったか

はわからないが，シデイバラはともかく自分の無罪証明をどこかに記録したか

ったのである O それがともかく，英宗本紀におけるけなげな皇子の姿となった。

ただし，その結果，悪いのはすべて実権者の祖母ダギと掠抜けな塊備の父アユ

ルパルワダとなっても構わないかのようである O

明宗本紀では，前引記事につづけて，シデイバラ立太子の経緯が前後ごく簡

潔にこうしるされる O

武宗，崩じ，仁宗，立つ。廷祐三年の春，東宮を建てんことを議す。時に

丞相の鉄木迭布， f立を固め寵を取らんと欲す。乃ち英宗を立てて皇太子と

為さんことを議す。又た太后の幸臣識烈門と帝(コシラのこと)を両宮に

諮る O 浸潤すること之を久しくして，其の計，遂に行わる c 是こに於いて

帝を封じて周王と為し，雲南に出鎮せしむ。

雨宮とは，皇太后ダギと皇帝アユルパルワダのこと O 鉄木迭需はテムデル，識

烈門はテムデlしとならぶダギの寵臣で，その家政機関の長官である徽政院使の

シレムン Sirernunである O 先掲の答己伝において，ダギにシデイバラ擁立を

すすめた「諸もろの翠小jとは，テムデルやシレムン以下の面々ということに

なる? のち，大カアンとなったシデイバラと対立することになる権臣テムデ

ルとシレムンは，シデイバラ誰立の演出者であった。ここで肝心なのは，シデ

イバラ立太子問題にからんで，思王受封・雲南出鎮というかたちをとったコシ

ラのひきずりおろしと事実上の流議が連動しておこなわれたことである O

そこで，ひるがえって仁宗本紀を見ると，コシラが周王に封じられたのは，

じつはこの前年の廷祐二年(1315)十一月甲戊，雲南へ護送っきで出立させら

れたのは，翌三年三丹甲寅のことである O つまり，シデイバラ立太子への地な

らしは，仁宗本紀が立太子の正式E付として伝える延祐三年十二月の少しまえ

ころどころのはなしではなく，明宗本紀が語る同年の春でさえない。すでにそ
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の前年，コシラの崩王受封というかたちで事があらわれるさらにそのまえから，

ダギ，アユルパルワダ，テムデル，シレムンなどによって着々と手筈がととの

えられていたことになる。延祐三年三月甲寅のコシラ一行の雲南への旅立ちは，

先苦カイシャンとの約定の破棄，コシラの失脚，シデイバラへの「皇太子」の

交替が，いまや動かすことのできない既定の事実であることを大都内外の人々

に印象づける効果をねらったものであった。すでにこのとき，事実上のシデイ

バラ立太子の意志表示がなされたといってもいい。仁宗アユルバルワダとその

宮廷・政府は，コシラ一行が出立した 9B後の三月美亥には上都巡行にむけ出

かけているので，ダギ，アユルバjレワダらは「皇太子Jをめぐるコシラの処遇

について，前年八月己丑よりこのときまでの大都活在期間中に，なんとしてで

も決着をつけてしまうつもりであったことが推測される O

この前後，関係する仁宗，英宗，明宗の各本紀を通観して，織りあわせてい

かないと事態はつかみがたしミ。それぞれのもととなる実録がそれぞれの立場か

ら編纂されているからであるヂ 逆にある本紀が触れない事実は，その政権

がおおいたかったことである G そうしたEで眺めると，一見なんの変哲もない

各本紀の記述のはしばしが生彩をもってよみがえる O それはまた， r元史J編

纂上，ほとんど唯一といっていい「まともな文入jであった実質上の編纂責任

者の宋凍が，モンゴル壁代の各『実録jにおけるそうした記事の「バラツキj

を，それとして承知のうえで，あえて調整することなしに，そのまま節略して

本紀を仕立てあげる方針をとったからでもある O そのほうが， じつは事態がよ

くわかるからである O 宋濠にしてみれば rr元史」の読者に，そのくらいのこ

とはわかってほしいのだろうし，そう読んでほしいのだろう O モンゴルに仕え

たこともある宋譲本人は，モンゴル中央政局の変転をよく知っている O そのお

りおりの郷里の金華やひろく江南出穿の先輩たちの言動にも通じていた。その

ことは，彼の文集『宋文憲公全集jにあらわれているデ

コシラの雲高行は，事変を生んだ。明宗本紀によれば，コシラの一行は大都

を出発してから sヶ月後の廷祐三年十一月，やっと延安にいたった。異様にゆ
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っくりした旅程であったc そこに，カイシャンのI"IBeJたちが来会した。も

と翰林f寺講学士で，周王府の常持に任命され雲南ゆきに雇従してきていた教化

は， 1"天下は，我が武皇の天下なち」と販起をうながし，数騎とともに陳西行

省へと馳せた。武皇とは，もとより武宗カイシャンのことである O また，ここ

にいう天下とは，単に中国や東方という意味ではなく，モンゴル帝国全体，す

なわちほとんど「世界Jというのにひとしかったのだろう。すでに冬期である

から，険西行省は京兆(現西安市)にあった。

当時，険西行省丞相は，東方系フウシン Hu'usin族96)の当主で洪陽王の位を

ついでいたアスカン(阿思宰，何?散~Asqan) であった。かれは，クピライ以

来，大元ウルスを代表する元老として全モンゴルにその名がとどろいていたオ

チチェル〈月赤察児 Ooぬりの後継者であった。オチチェルは成宗テムル時代

から長く人臣最高の太師の位にすわり，対カイドゥ戦にはカイシャンとともに

奮迅したばかりでなく，そのカイシャン登極後は全権を委任されてモンゴリ

ア・中央アジア戦線にひきつづきとどまったヂ カイシャンは，あきらかに，

北方王国の主人であるいとこの晋王イスン・テムルを信用していなかった。

アユルパルワダ政権が出現したのちも，さすがのダギでさえ，チンギス宿老

の後喬という名流の出で，クゼライ以来ず、っと軍事の中枢におり，現在もなお

大軍国を擁してモンゴワアに駐屯する実力者オチチェルにたいしては，カイシ

ャンと親密であったからといって，そのままでは不用意に手出しをすることは

できなかった。アユルパルワダの即位式が挙行された直後に，従来と変わるこ

となく最高位の太師を進呈することを発表し? 腫物にさわるようにそのまま

モンゴリアに留めおき，敬して遠ざけていた。ところが，オチチェルは，仁宗

初年にあたる至大田年(1311)，正確な時期はさだかでないが，その年のうち

に入朝した。彼の伝によれば大内の主殿で為る大明殿にて宴を賜わり(つま

り，入朝時期は大都に冬営している間のこと，いいかえれば秋から冬のことと

なる入「春札優渥」であったが1"尋いで疾を以て第に莞」じたというヂ 仁

宗政権にとっては あまりに都合のよい他界であったといわざるをえない。

さて，アスカンであるが，仁宗本紀によれば，その翌年の皇慶元年(1312)
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春正月甲辰に，

太師・録軍国重事・知枢密院事の税見赤顔に開府犠同三可を授け t:其陽王

を嗣がしむ。

とみえる G この脱児赤顔，すなわちトルチャン TorC'iyan?こそ， じつは明宗

本紀の河思ZF，三公表の太師の項の開撒竿その入にあたる C それは，オチチェ

ルの太師の位と東方系フウシン族長家の当主のあかしである洪陽王(華北投下

領の洪州にちなむ)の号をひきついでいることからわかる O ょうするに，オチ

チェル他界後すく¥仁宗政府は新年恒例の朝賀のおりをとらえてその後継者の

トルチャンに開府議司三司の尊号をくわえ，かれの継承を列席の諸王・貴族・

臣将たちに披露したのである(つまり，オチチェルの他界とアスカンの相続と

は，おなじ大都冬営期間のこととなる)。そのかぎりにおいて，手篤い処遇と

いってよかった。

この人物については，興味深い点があるので，なおいくつかのことに言及し

たい。ふちかえって武宗本紀をみると，至大二年 (1309)八月甲皮に，

太師偲頭に名「脱児赤顔jを賜う O

とみえる O もともと 拡頭が本名であったことがわかる O さらに，三公表の太

訴の項には，至大三年・四年に「脱児赤顔J，皇慶元年から廷祐二年まで「阿

撒~J とある O 先引トルチャンの皇慶元年における継襲の記事により，この両

者が同一人物であることはあきらかであるlOO) つま与，拡頭という人物は，カ

イシャン時代にトルチャン，アユルパルワダ時代にはアスカンと二種の称号が

授けられていた。モンゴル王族・貴族の間では 別名・他称をもつこと自体は，

さしてめずらしいことではなし'0

さらに，武宗本紀には，前ヲi記事をはさんで前後にふたつずつ，計4つの次

の関連記事がみえる O

(至大元年八月戊申)特に徳頭に太訴を授く c

(同年)冬十月庚寅，太師f広頭の為めに第を建て，紗二万錠を給す。

〈至大三年二月)辛未，税児赤顔に録軍国重事を加う O

{同年三月己卯期)脱児赤顔を以て知枢密院事たらしむ。
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カイシャン時代にオチチェルは太蹄の号を普びたまま和林行省右丞相としてモ

ンゴリアに鎮した。その間，その後継者である保頭にたいして，武宗カイシャ

ンは異例の特別措置として太師の位を重複して授けた。そして，おそらくは，

自分の手もとにとどめ，第宅， トルチャンの別名，録軍国重事の肩書，知枢密

院事の兼職と，つぎつぎに授与していったのである o f民頭は いわばもうひと

りのオチチェルであった。オチチェル.i瓜頭ふたりの人物がもっ政治上の重要

性とともに，よほどの信頼ぶ与がうかがわれる O

その係頭，すなわちアスカンは，三公表によって延祐二年までは太師であっ

たことがわかる O ところが 明宗本紀にこうしるされる O

是れより先，間思宰，太師と為るも，鉄木迭児，其の{立を奪い，之を出し

て陳西行省丞栢と為す。

アスカンは，ダギの寵臣テムデルに太師の位をうばわれたうえ，挟西行省に出

されたのである O 仁宗本紀は，それをしるさない。ただし 延祐二年十月了酉

(22日入テムデルに太師が加えられたことだけをいう O そしてじっ誌，それか

ら1ヶ月あまりのちの十一月甲戎 コシラの司王受封がしるされているのであ

るO

アスカンの太鯖位の喪失と陳酉への出向，コシラの皇太子位の喪失と雲南へ

の出鎮は，ほほ同時期になされたことであった。仁宗致権は，カイシャン派と

呂されるアスカンをまずたたいたうえで，コシラを追いおとしたのである O カ

イシャンの残影を徹底して一掃しようとしたのである O 当初は優遇するように

見せて，結局はアスカンを追いおとしたことから考えると，むしろ，政権が誕

生したときから，この Eをめざしていたと考える迂うが自然、だろう O

延安のコシラ一行のもとから，教化が罵をとばして京兆のアスカンをめざし

たのは，まさにこういう事情があったからである O アスカンは，これに応じた。

明宗本紀によれば，アスカンはただちに挟西行省平章政事の夕方、チャル(塔察

児 Tayaぬり，陳西行台御史大夫のトリ・ベク(税呈伯 ToliBeg?) ，問中丞のト

ゴン(税歓 Toyon) とともに， r関中の兵j を発して，撞関.(可中府より「腹

裏の地」へ打ち入ろうとした。珪路の関門である;童関からは河南へ，黄河の渡
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河点の河中府からは山西へ，それぞれむかうことができる O しかし，夕方、チャ

ルとトゴンは河中野でアスカンと教化を襲殺したiO1) あきらかに謀殺であった。

こうした一連のなりゆきは，はじめから，計算ずくであった可龍性が高¥.t'o

というのは，明宗本紀によれは，這授中書左丞栢のトゥクルク(禿忽魯

Tuqluq) はコシラの周王府の首脳部にあたる常待の筆頭入として雲南行に随伴

してきていたが，仁宗本紀によれば，そのトゥクルクがなんと廷祐三年十二丹

庚午に辻挟西行省左丞栢に任命されているのである O コシラの廷安到着が十一

月であるから，教化の京兆行，アスカンの挙兵・東征・敗死， トゥクルクの任

命まで，一ヶ月以内におこなわれている O 仁宗政府によるコシラの周王授封の

真のねらいは，雲南へ実際に就封させることでさえなく， もうひとりの厄介な

人物アスカンとともに挟西で叛乱をおこさせて「叛乱者jの名のもとに仕末し

てしまうつもりであったことになる O

これだけの争乱がおきていながら， 1二宗本紀にはひとことの言及もなし弘前

記トゥクルクの任命の18日後にあたる十二丹丁亥に，シデイバラの立太子の公

式記録だけを平然と載せている O 見事なまでのあざとさは，仁宗政権，そして

その f実録iをつくった英宗政権が，後世を意識して演出する体質をもってい

たことを示す。そしてまた，アスカンの左遷から始まる 1年あまりのさまざま

なことがらは，シデイバラ立太子(すなわちカイシャン急の一掃)へむけての

周到に仕組まれた布石であったことを物語る O

こうして仁宗アユルバルワダ政権は，首尾よく，シデイバラの立太子が先帝

カイシャンとの約定違反という不誠実なことではなく，当のコシラが不届きに

も「叛乱jをおこしたためのやむをえない措量であるという大義名分をととの

えたc そして間もなく年があけ，翌延祐四年(1317) になると，正月十日に

「赦罪の詔Jを発した。その詔では，コシラやアスカンらの「不ぢLJr構乱」を

告発し， r叛賊Jアスカン，教化，チェルケス(徹里 ;:l思 Cerkes) らの斬首・

鎮定を述べたうえで， r隆平の治j と自賛して「天下に大赦Jした102J さらに，

これだけでは不十分とみたか，その翌月，田正月内成には， r建諸の詔Jをこ

とさらに発した:03) しかも，そのおなじ日，鯨寡孤独のものに診を給し，各路
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に免税をおこない，朝会した諸王・宗戚に(おそらくは毎年の定例賜与額とは

別に)金・銀・診をふるまったi04) 民衆には，しつこいほど「仁政jをほどこ

し，モンゴル脊力者には懐柔をおこなったのである O ダギとアユルパルワダに

とって，立太子にかかわるなりゆきにはよほどうしろぐらいところがあり，そ

して完撃に成功したかに見えた結果によほど喜悦したのである O

仁宗本紀は，こうした演出がおこなわれた廷祐四年正月の記事の努頭を，ア

ユルパルワダがその左右に語ったという「百姓賑姐jの美しいことばで飾る。

それを反語して読めば，かれの心事がよくしのばれる O この前後，仁宗政権は，

たとえば延祐三年(1316) 毘月壬午に段の比干や宥の狭仁傑の相馬・祭記を復

したり，六月乙亥に孟子の父母を祁匡i公・間夫人に封じたり，四年二月甲辰に

は各地の義倉を復活したちと，異様なほど中国風の「美事」をおこないたがっ

ている O その一方で，政権出発時には，新政策の眼Eとして力説・自賛したモ

ンゴル投下領におけるダルガチの領主自選制の停止〈モンゴル采邑領主権の制

限を意味する)については，同六月丙辰に，あっきり撤屈してもとどお与にし

ているiO5〉

I?莫法jの徹底を称揚されがちな仁宗政権であるが，総じて政策そのものは，

その場かぎりの「人気とり」めいたものが多く，一貫性を欠いている O とくに，

シデイバラ立太子以後は，政策といえるものもなく，政権全体が急速に尻しぼ

みになっているのが百立つ。ただし，自分たちの政権にたいする評判について

は，モンゴル領主層から，漢族士大夫・読書人，一般民衆にいたるまで，中国

本土とその周辺にいる各暑の人間の動向を一貫してひどく気にしている O 後世

の清朝などとはちがい，よくもわるくも評判や悪口・非難などをあまり気にす

ることのない歴代のモンゴル政権のなかでは，変わった性癖をもっていたとい

わざるをえない。延祐二年 (1315)二丹己卯期には，第一司自の会試がおこな

われた「再開科挙j も，こうした政権の体質，政治上の文娠を勘案したうえで，

とらえる必要があるだろう O

明宗本紀によれば，コシラはアスカン，教化の敗死後，やむなく西行し，
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「金山」すなわちアルタイにいたった。すると， r西北諸王の察河台等，帝の至

るを開き，成な衆を率いて来[rfじしたという o r酉北諸王の察河台」とは，チ

ャガタイ Cayatai~ Ca' atai家の当主を意味する G 当時は，エセン・ブカである G

こののち，コシラはチャガタイ・ウルスと「約束を定めjて[十余年間，辺境

誰jであったというP6j

このささやかな一文の意味するところは， じつはたいへん重大で、ある O コシ

ラは，父カイシャンとの18好からチャガタイ家に身を寄せたのである O しかも，

父の駐営地であったアルタイ方面の地を牧地としたうえで。一方，チャガタ

イ・ウルスは，これよちほんのしばらくまえ，アルタイ方面駐屯の大元ウルス

軍と武力錆突をひきおこし，チャガタイ・ウルス領の奥深く，マー・ワラー・

アンナフルちかくまで差しこまれていたc カイシャンとドゥアの提携による

「チャガタイ・ウルスの成立j以来誌ぼ10年，ウルスの存立にかかわる危機に

見舞われていたのである O このあたりの事靖は，ペルシア語年代記『オルジェ

イトゥ・スルターンの歴史JTa'rth-i UlgaftI:l Sultdnにくわしい107)

仁宗アユルバルワダ政権が，シデイバラ立太子をめぐる策謀に熱中している

関，アルタイ以西の地域では大会戦が展開していたのであった。しかも，圧勝

をつづける大元ウルス軍の司令官は，キプチャク族とおぼしきトガチ・チンサ

ン (TU: Tugagi Gins似た>Toyaci Ci時 sa勾・脱火赤抜都児，脱禾出八都児):08)

やはりキプチャク族のチョングル郡王 (TU: Gunqur>Congγur. 創瓦児，林JL

児，床JL児)，そしてカンクリ族のブラルギケU: Bulargi <Bularγi. 字薦美)

などであったiO9) かれらは， じつはことごとくアルタイ駐留時代のカイシャン

の麿下で働いた面々であり さらにひきつづくカイシャンの治世には，かの太

師・漢陽王オチチェルの指揮下にいたものたちであった?)つまり，生粋のカ

イシャン派なのであった。

ょうするに，カイシャン派の諸将がひきいるアルタイ方面の大元ウルス駐留

軍が，チャガタイ・ウルス軍を押しまくって中央アジアを西へ快進撃をつづけ

るとし寸異常事態のさなか，亡きカイシャンの遺児であるコシラが大元ウルス

中央部より追われて飛びこんできたのである C 事態は，一変せざるをえなかっ
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た。

じつは，このあとアルタイ以西がどうなったのか，東西史料のはざまに入り

こんで，文献上の明文はない。しかし，状況証拠辻そろっている O チャガタ

イ・ウルスは復旧している O 一方，アルタイ駐留の大元ウルス軍が敗北したと

いう形跡、もない。にもかかわらず，大元ウルス酉面の甘粛・侠茜・桧山方面一

帯はひろく「叛王脱火赤」による大動乱につつまれるi11) この税火赤は，前述

の将軍トガチ・チンサンか，甘粛の涼丹、|を本拠とするオゴデイ系コデン Koden

王家の当主トガチか，ふたつの可詑性がある O 粛ナ1'1あたりを本拠に，甘粛から

コムル Qamul< Qomul，さらにはピシュ・パワク BisBaliq方面に勢力を扶植

しつつあったチャガタイ系チュベイとubei一門が，この動乱にまきこまれてい

ることなどから見るに後者とするほうが説得力がありそうであるが:凶しか

し少なくとも現在の史料状況のままで辻，厳密には決定できない。しかし，ど

ちらの「脱火赤の舌LJにせよ，その政治上の意味と影響は甚大といわねばなら

ない。

ょうするに，こと核心は，先述の明宗本紀が語るコシラとチャガタイ家の合

体と見てまちがいない。コシラの来投によって，アルタイ方面の大元ウルス軍

は軍事行動を停止し，チャガタイ・ウルスと和解したのである O もともと，手

違いと仁宗政権の処理能力の欠如からおきた軍事衝突であった。カイシャン以

来，両軍の間に根本からの溝はない。チャガタイ・ウルスは救われた。かたや，

アルタイ方面の大元ウルス軍の少なくとも一部は， r叛王トガチjの鎮定にむ

かわざるをえなくなる O そして，今度はアルタイ以酉あげて，コシラをいただ

く政治連合体が出現した。それは，アルタイ駐留時代のカイシャンとドゥア一

門との連携をそのまま再現したものであった。

仁宗本紀・英宗本紀をはじめ，この時期の漢文文献が，この新しい大状況の

出現にまったく触れようとしないのは，仁宗・英宗詞政権の性格と心清を語っ

てやまなし.0じつは，次の泰定帝イスン・テムル時代の文献は，注意深く眺め

ると，このコシラ・チャガタイ連合について，それなりに語っているのであるど討

すでに述べたように，シデイバラの立太子後(すなわちコシラの西走後)，仁
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宗アユルパルワダ政権は異常なほどに中国本土むけの「美事jやモンゴル領主

層の懐柔に努めているが このことを背景に考えれば その理由はよく了解で

きる O 廷祐三年の末から翌四年の冒頭，ダギとアユルバルワダが束の間に味わ

っていた満足は，長くはつづかなかったと見ていい。かれらにとって， I茨西で

コシラを取りにがしたのは大失敗であった。廷祐四年(1317)以後，モンゴル

帝毘はアユルパルワダとシデイバラの大カアン政権，コシラとチャガタイ家の

中央アジア連合の関の対峠が，史料にはそれと見えないかたちでつづいていた

と考えざるをえない。ペルシア語史料の筆が，少なくとも1320年代後半までは

十分可詑であるにもかかわらず，アユルパルワダの即位式の記事を最後に東方

に及ばなくなるのも，あるいはこれが一因かもしれなしえ14)

ひるがえって，仁宗とその宮廷・政府は，モンゴル全体に立つ大カアン権力

としてみると，内外南面で委縮した弱体政権といわざるをえない。三大王国を

基本とする帝国の連携は，あやうく，かすかなものになりかけている O そして，

従来もうひとつ重大な点が見逃されている。それは， 1328年，泰定帝の殖落後

にまきおこった大動乱「天暦の内舌LJに関連するつ

帝国をゆるがした動乱の前半で，いったん勝利をおさめたかに見えたカイシ

ャンの次子トク・テムルをいただく大都政権を，その後半において実兄コシラ

が中央アジアよりモンゴリアを経由して「大返し」をかけ屈伏せしめる O それ

は，ちょうどそれよりも21年まえのカイシャンとアユルパルワダの再現であっ

た。ちがうのは，大カアンとなった明宗コシラが父カイシャンゆかちのオング

チャドゥの地にまねきょせられて大都側の中心人物キプチャク族のエル・テム

ル ElTemurによって謀殺されてしまうことである O しかし，ともかくコシラ

の即位を実現せしめた軍事力こそ チャガタイ・ウルスを中核とした大兵自な

のであったど5) それは，これまでに述べた事情を背景としなければ，ありえな

いものであった。

(3) テムデルとシデイバラ

廷祐七年(1320)正月辛丑 (21日)，仁宗アユルパルワダが享年36歳，在位
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あしかけ10年で他界すると，ダギはむすこの崩御からわずか 3日後に，中央政

宥首班である右丞相を自分の命令ですげかえた。すなわち 現職の右丞桔パー

デシャー(伯答沙 Pers.Padsah -Padisah.あきらかにペルシア語に由来する名

であるが，モンケ時代にその政権中枢にいたジャライル族の有名なモンケセル

託ongkeserの孫。 伝統モンゴル勲臣の家柄116))をしりぞけ，テムデルを復職

させた。自分が仁宗時代と変わることなく 大元ウルスの実権者にほかならな

いことを，あらためて内外に明示するためであった。

これよりさき，テムデんは，仁宗時代の延祐四年(1317)六丹乙己に，内外

的余人の監察御史の達名による「姦貧不法」という弾劾をうけて，二夏目の右

丞相よりふたたび退いていたど7) ただし，かれは完全に失脚したわけでなく，

ダギの強い庇護は変わらなかった日制延祐六年(1319) 四月庚子には，やはり

内外の監察御史40余人の反対があったにもかかわらず なんとシデイバラ皇太

子の太子太師とされているくらいであったジ的延祐四年の右丞相よりの更迭も，

実権者のダギとしては 現政権にたいする非難の集中をかわすための一時の方

便にすぎなかったと考えられる O

というのは，延祐四年六月といえば，まだ「叛王脱火赤jの争乱が諸方を震

骸させているさなかであった。また おそらくは 前述のコシラ・チャガタイ

連合の出現が，もはやおおいがたい事実として仁宗政権下の人々にも認識され

るようになっていた時期でもあった。それに，そもそも弾劾理由とされたテム

デルの「姦貧不法」も，今更いいだすほど出来あいのものでもなかった。

もちろん，御史中丞の楊ドルジ以下，ウルン・テムル〈玉龍枯木児 Urung

Temur) ，イリンチン(亦輩真 IrinCin)，徐元素らが中心となったとおもわれる

監察御史たち40余人120)の集団弾劾それ自体は それはそれで果敢であり，死

をも賭した壮挙ではあった。しかし その反面 あきらかに内外ともに威信の

ぐらついていたダギーテムデル政権の足もとを見透した点も否定できない。だ

からこそ，ダギもテムデルをひとまず政権の表面から引っこめたのである O

つぎのシデイバラ政権とのつながりで注目されるのは 延祐四年六月のテム

デル更迭前後から当分の間，監察御史など街史台系列のものたちが， しきりに
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テムデルをはじめ徴政院・宣徴院の関係者(テムデルも，もと宣徽院慢であっ

たところから拾頭した)など，ダギ周辺の近侍・側近・寵臣たちにたいして弾

劾をこころみていることである O かなり自につく頻繁さといっていいi21) それ

は，こうした動きの背後に，テムデルとそれにつらなるものたちを牽制ないし

辻追い落としたい人間の存在を示唆する O

少なくとも，監察御史たちの直接の最高責任者である御史大夫のバイク(伯

忽 Baiqu) は，官職上，その活動と無縁ではありえない。バイクは，テムデル

が病気治療のため最初に右丞相から退かざるをえなかった皇慶二年 (1313) に，

そのころはまだ健在であった太師アスカンに次ぐ太簿の位を授けられ，そのご

ずっとそれを保持していたFj廷祐元年 (1314) 九月己巳にテムデルが右丞相

に復し，翌二年十月丁酉には失脚・左遷させられたアスカンに代わって太師と

されて，名実ともに最高の権臣となってからも，仁宗政権の 2番Eの男は，バ

イクであったっさらに，延祐六年(1319)間八月壬申には，監察御史たちの集

団弾劾でテムデルが再度の退職をしたあと空位のままとなっていた太師の位に

さえすわっている C その 5ヶ月まえに，テムデルは太子太師とされているのだ

から，皇帝アユルパルワダの太師法バイク，皇太子シデイバラの太子太師はテ

ムデルというかたちとなって，そのまま仁宗崩御をむかえるのである C このふ

たちの対抗関係は. うたがしヨをいれない。

そして，おそらくそのバイクのさらに背後には，皇帝アユルパルワダその入

がいた。もともと，アユルバルワダとテムデルの停は，けっしてよくなかった。

アユルパルワダにしてみれば，右丞桓テムデルは政権出発時から一貫して押し

つけられた人事であったL23) テムデルの暴政は，そのまま皇帝アユルパルワダ

の不名誉となってはねかえった。とりわけ，延祐三年の末から翌年にかけて，

コシラを取り逃がしたうえ，チャガタイ家との連合をゆるしてからは，テムデ

ルとの関は急速に冷却化した。それまでの策動となりゆきのすべてが，否応な

く大カアンの陰謀として，彼の名で全モンゴ、ル帝国に知れわたることとなった

からである C 事実，これをさかいに，西方の三大ウルスからの遣使は，彼の在

世中については見られなくなるi24)
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みずから好んで文化庇護者と仁政の英主という美名を漬技・演出したことか

らもわかるように，アユルパルワダは名誉心だけは人一倍つよかったO 彼は，

実際の政務にはうとい分だけ，実務にあたるテムデルをいっそう憎悪した。仁

宗時代の後半，漢文文献はすべての罪悪をテムデルに押しつけようとしている。

しかし，それは権威者と執政者のちがいである。象徴機能と統治機能の対立と

いっていい。ところが，その執政者テムデルは，いまや権威者アユルパルワダ

をこえて，実権者ダギの偏愛を一身に集めていた。延祐四年六月の集団弾劾の

さい，皇帝アユルパルワダは右丞相テムデルを殺害するつも乃であった。仁宗

は，その名とは裏腹に殺裁が嫌いでない。しかし，テムデルがダギの宮中に逃

げこんだため，結局は手出しができなかった。その決着がつくまでの数日間，

仁宗は自ごろ耽溺していた濯も口にしなかったという :25}

ひきつづく異様な「大天災j と展望の見えない財政危機。そして手づまりの

中央アジア情勢。こうした内外の苦況にくわえ，政権中枢の内部では，絶大な

実権者である老女ダギをめぐって，名百上の権威者である皇帝と実質上の執政

者である第一の権臣が嫉妬と憎悪で対立をふかめ，それぞれの取りまきともど

もに，湿度のきわめて高い暗闘と足のひきあいを展開していたO これが， 1二宗

アユルバルワダ政権末期の姿であった。なお，仁宗の死因については，いまの

ところ異常な，点は見あたらないっ崩御の前年，延祐六年(1319) 十二月壬成に

は，皇太子シデイバラに国政への参決が命じられているので，そのころからす

でにうわべだけの執務もむつかしくなっていたと見てまちがいないだろう O

仁宗の他界は，テムデルにとって勿怪の幸いであった。新帝となるシデイバ

ラの太子太師，すなわち教導役であったのも，彼の立場をいっそう有利にした。

これまでいわれているように，シデイバラとテムデルは，かならずしも，すべ

てがすべてはじめから対立していたわけではない。

ダギの命で 2年半ぶりに中央政府首班に復掃したテムデルは，シデイバラ

が郎位式をあげるまでの皇帝不在の訪日間，ほとんど専権と復讐に日を費した

かのように記録されている O ただこの間，おもてだって采配を振れるのは，彼

「
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だけであった。まず，中央政府の宰臣たちを自派のものに入れかえた。オング

トOnggud族の軍事糞族の育である越埜栄を手章政事に江西行省右丞のム

バーラク(木八耕 Mubarak) を右丞に参知政事の張思明を中書左丞に，それ

ぞれ引きあげた。それにともなって，平章政事のウパイドゥッラー(瓦伯都耕，

烏信者5車IJ'Ubaidullah) を甘粛行省平章政事におなじくエワク・カヤ(阿干し海

牙ElikQaya) を湖広平章政事に追いだした。とくに，ウパイドゥッラーは，

武宗カイシャン時代以来. 13年間も宰臣を歴任していた。よほど，有能で政権

運営に不可欠な財務官僚であったことが，その官歴からうかがわれる C ただ，

従来これらの人事異動を恋意だとするが，宰臣の更迭・改組それ自体は，非難

すべき筋合いのものではなし、本来の命令権者が不在のさなかであることに問

題がある G

ついで，テムデルは，かつて自分の弾劾免職の中心人物となった前御史中丞

のタングト族の楊ドルジと，平章政事として自分を牽制したキタン族の藁パイ

ジュ(拝往)を「太后の旨」にたがえたとして殺害し，それぞれの家を籍没に

したi26) それに先立って，前平章致事の李孟が受けていた秦国公の制命をとり

あげ，その先祖を追填した墓碑をうちたおさせた127Y テムデル辻，たしかに楊

と藁には邪魔されたと考えていたのだろう O 科挙再開のiまかになにもしなかっ

た李孟については，腹いせで十分であった。テムデルにとって，殺すほどの人

間でなかった。楊・藁の処刑が命じられたその 8. 徴政i完使のシレムンは，や

はり太后の命を楯に政府官僚の更迭をねがったが，皇太子シデイバラはさすが

に，即位前であることを理由に，これは拒否したL28}

ここではむしろ，皇帝選出以前におけるダギとシデイバラの行為こそ問題で

あった。テムデルの放恋は ふたりの命令・承認のもとでおこなわれているの

である O 仁宗即f立前のときとおなじで，本来ならふたりに権限はなし .0 1二宗の

正后で，シデイバラの生母でもあったアナシシリ(阿納失失里 Anasis-i ri )は

建在であった。しかし，もはやこの商人は，それにまったく頓着していない。

祖母ダギは新帝となるシデイバラが自分の健舗であることを当然の前提のよう

に振舞い，シデイバラはテムデル以外の人間がダギの代理人となる場合だけ，
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かすかに押しかえそうとしている O シデイバラに楊ドルジ・藁パイジュらの助

命，李孟の救済をはかる気配は皆無である O

延祐七年三月庚寅， 17歳の少年シデイバラは父の逝去から49日のちに即位式

をあげた。しかし，このときの集会は，新帝選出に不可欠なはずのクワルタイ

としては，おそらく名だけあって，中身においては，ほど遠いものであった。

それは，新帝登極にともなう帝室・諸王・賓族・臣僚にたいする恒例の椀飯振

舞である「大賓jの総額が，即位式から八ヶ月もすぎた同年十一月戊寅に会計

報告されていることであるi29) それまでは，即位と再時に大量の賜与がいわば

引出物としてあたえられ，その時期どおりに記録されている O 八ヶ月後の一括

報告ということは，賜与が「さみだれ」式におこなわれたこと，いいかえれば，

部位式そのものには大した人数は参集していなかったことを物語る。

くわえて賜与総額も，成宗テムルや武宗カイシャンの「パラマキJは別格と

して，緊縮財政を理由につましい賜与額にとどまった仁宗アユルパルワダの場

合とくらべても，金が約 8分の 1，銀が約 5分の 2にすぎなかった130) いかに

財政苦況にあったとはいえ， 11Ql々の賜与額の減少だけではなく，やはり賜与さ

れた人数そのものの少なきも意味するだろう O まことにささやかな即位式であ

ったといわざるをえない。ダギーテムデル政権の威信の低下は， もはやおおい

治宝たかったのである O

シデイバラ新政権が自他ともに認めるダギ健鋸政権であったことは，漢文に

よる即位の詔によくあらわれている O

諸王・貴威，元勲，碩輔，成な謂えらく，朕は宜しく先帝付託の重，皇太

后擁護の慈を体すべしと :31)

もはやここには，新帝の抱負などどこにも見あたらない。参集した顔触れも，

あながち部位詔の文飾ばかりでなく ダギに迎合するものが大半だったのだろ

つO

即位式後，新帝シデイバラがその自のうちにしなければならなかったのは，

恒例の大赦のほか，ダギに太皇太君の尊号をたてまつることであった。そして

翌々日，太皇太后ダギは自分のオルドである大都域内の興聖宮で百官の朝費を
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うけ，あわせて右丞梧テムデルは関庶議同三司・上柱国・太蹄の位を加えられ，

まさに位は人臣をきわめたc このとき，皇帝シデイバラは，まったく無力とい

うほかなかった。大カアン権力の空洞化は，ここにきわまった。

シデイバラは，ダギとテムデルとの協調を保ちながら徐々に実権の回復とダ

ギ周辺勢力の消去をはかった。地に堕ちた皇帝の奪権関争であった。その手だ

ては，大元ウルス随一の名門であるジャライル国王家の血脈パイジュの起用で、

あった。パイジュ自穿の才幹よりも，チンギスの片腕ムカリ M問 aliの喬，ク

ピライの名臣アントン Antongの孫(現実のアントン辻無誌で，その父バアト

ル Bayaturこそクビライ政権成立の鍵となった人物で、あったが，のち賢帝クピ

ライ・名宰相アントンと一組にしてイメージ化された132)) という最高の血筋

の権威を借りて，テムデル以下の中書左丞相ハサン(恰散，阿散 Hasan)，i穀政

院イ吏シレムン，御史大夫トクトガ(税式E合，禿ぷE合，禿禿Z合Toqto-ya彼は，

ジャライル国王家とならぶもうひとつの名門アルラト Arlad族の広平王家の当

主133)) らをおさえようと考えたので、ある O

即位の翌月の四足庚申，英宗シデイバラは太常礼儀院使パイジュを中書平章

致事に引きあげた。中央政府に関して 英宗がおこなったほとんど最初の人事

であった。ときに，パイジュは25歳c 翌五丹己丑(11日)には，左丞相ハサン

を罷免して嶺北行省平章政事に転出させ，バイジュをその地位につけた。

ところが，その 9B後の間足戊戊 (20日入密告があり，そのハサン以下，

中書平章致事の黒櫨(もしくは赫騒)，笹IJ史大夫トクトガ， f穀政F完f吏シレムン

らの廃立計画が判明した。英宗シデイバラはバイジュに命じて衛士をひきいて

全員逮捕させ，斬殺のうえ各家をすべて籍没した。そのさい，取ち調べの必要

をいうパイジュにたいし，英宗は「あやつらが，もし太皇太后を理由にしたら，

どうするのだj といって全員のすみやかな諒裁を命じたというデ)本当に廃立

計画があったかどうかはわからなしL ただ，テムデルをのぞくダギの主要な寵

臣を一気に磯滅させたシデイバラの手腕は じつに果断・峻烈であったっ

しかも，それだけではなかった。同月甲辰 (26日)には，この月の 2B (庚辰)
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にテムデルが私怨から殺害のうえ棄市・籍没した上都留守の賀パヤン(伯顔

Bayan.中国名は勝135)) の事件とあわせ，ハサン・黒瞳らの訴殺を布告する詔

をわざわざ発した。さらに了未 (29日)には，その賀パヤン，シレムン，ハサ

ンの家賞・田宅を，なんとテムデルらに下賜するという措置をとった。もとよ

り，あてつけであった136)

賀バヤンの事件は，先にテムデルに殺された楊ドルジ・粛バイジュと関連し，

あきらかに究罪であった:37) しかし，シデイバラは，それについてはあえて沈

黙して救うことなく，テムデルの自優にまかせた。自分のiまうは，ハサン以下

の大官たちを脊無をいわせずに皆殺しにして，それと抱きあわせのかたちで両

方の珍毅を天下万民とともに慶祝しようとしたのである C テムデルへの痛烈な

皮肉にほかならなかった。とても 17歳とはおもえないシデイバラの冷徹・艶薄

なやち口は，仁宗時代の誌微でねちねちとした政治駆引きに恩11れた宮廷・政府

関係者には衝撃であった。実権を握るダギとテムデルにたいし，露骨に挑発し

たのである O おそるべき少年皇帝であった。

しかし，そのごの 2年あまりは，太皇太后ダギと右丞相テムデル，皇帝シデ

イバラと左丞相パイジュの二本の軸が，奇妙な均衡を保ちながら共存した。両

軸は，ときに協力しあい，ときに相手を威嚇・牽制した。ダギには，身代わり

の塊舗を立てたくても， もはやシデイバラ以外に亘接の近親者はいなかったi38〉

シデイバラにしても，現在の帝位はダギの力によってあたえられ維持されてい

ることを否定できなかった。 1目安酉王国の一党， 18カイシャン与党など，この

ダギーシデイバラ政権そのものを転覆させたい勢力は広汎にいた。政権維持の

点では，両軸は共通の利害のうえにいた。双方，なかばもたれあい，相手に囲

復不可能な打撃をあたえるのを微妙に避けたi39j そのありょうは，若年組が老

年組にたいして じりじりと権力委譲を追ったといっていい。再陣営が正面か

らたたきあったとする考えは，誤解である O なお，この聞の政策では，当然の

救荒対策が自につくくらいで¥他はおおむね仁宗期をひきつぐ。シデイバラの

関心は，実権の回復にあり， I新政」のことばはあっても，時開がなかったっ

テムデルとダギは，おだやかに病死した。テムデルは，執政者が実権者とな
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りゆく形勢を，よくもわるくもひらいた。事惑は，雨入の他界後に急変した。

一気に皇帝権力の回復をはかる英宗シデイバラとパイジュが，容赦なく旧テム

デル与党を片端から粛清していったからである伊)シデイバラは，果断すぎた。

無条件に抹殺するあまり，一方で孤立し141) 一方で粛清をおそれるものたちを

恐'捕で結束させ，事変の劇発をまねいた。最後の成功者となったテクシらのシ

デイバラ打倒計画は，事件の 5ヶ月もまえから，さまざまな立場・利害をもっ

数多くの諸王・要人たちをまきこんで大掛りにすすめられたものであった子2)

ここに，事態は大きく転回した。

(三) なぜ泰定帝イスン・テムルか

(1) 奇妙な即位の詔

テクシらは，新帝にモンゴワア王である晋王イスン・テムルの擁立を予定し

て謀反計画をたて，すでに晋王家の要人との談合も済んでいた143) 至治三年

(1323) 八丹美亥，テクシらが英宗を暗殺すると，九月発己，イスン・テムル

はケルレン Kerulen河畔で即位した G

そのときの詔は， r元史』泰定帝本紀の冒頭に全文が載る O モンゴル語を直

訳した白話風漢文で、つづ、られる。かつて，顧炎武は『山東考古録Jのなかでこ

れに触れ， r文は都僅を極むjといい，こうしたモンゴル語直訳体白話風漢文

でしるされるモンゴル時代の「聖旨」を f一笑を発す可しjと評した。顧炎武

らしい文明主義である C その後は，シャヴァンヌ E.Chavannesによってこう

した文体の意義が認識され(馬承鈴・陳垣・察美彪らも論及・採録したi44) 今

では顧炎武のような意見は，さすがに影をひそめたが，正史に載る奇妙な文体

の詔としてよく知られている O

この即位詔は，さまざまなかたちで伝存するモンゴル語直訳体自話風漢文文

献のなかでも戸)文体・語法・訳語などの面で注目すべき点をふくむ。そして，

それにもまして，政治史上の意味は大きい。そこでまず，全文の現代5本語訳

をこころみ，ついで、歴史上の検討をおこなう C なお，繁雑を避けて，叙述上で

最低限必要な霊史用語の簡単な注解だけ本文に付記するにとどめ，言語文献上
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で必要な諸点は，後注に一括する O

セチェン・カアン辻，いおとしき嬢孫にして裕宗皇帝の長子，わがいつく

しみ深きカマラ・エチゲを封じて晋王を授け，チンギス・カンの 4つの大

オルドを統轄させ，また軍・馬・モンゴル匡土をすべてゆだねた。セチェ

ン・カアンのおおせどおりに，細心につつしみ，およそ軍・馬，人民のこ

とはどんなことでも，ただしいみちを守っておこなったので，数年の間，

百姓は安らかに暮らせたc のち，オルジェイトゥ・カアンは，わたくしに

{立を継承させ，大オルドをゆだねたのであった。すでにゆだねられた大ヌ

トゥクを見守って，ふたりの兄クルク・カアンとブヤントゥ・カアン，お

いシデイバラ・カアンを擁立した。わたくしが歴代のカアンにたいしてふ

たごころをいだかず¥位をねらわず，本分に従ってウルスのために力をつ

くしてやってきたのは，諸王なる長幼同族たち， もろもろの百姓らもみな

わかっていることなのだ。

今，わたくしのおいカアンが昇天したぞと，南方の諸王・大臣，軍にある

諸王・開罵・臣僚，モンゴル百姓たち，みなが桔談して，大いなる位は長

く空いてはよくない，わたくしだけがセチェン・カアンの嫡統で裕宗皇帝

の長孫である，大いなる位にすわるべきことわりである O その他の即位を

争う長幼開族もいなしE，このように崩御してからおさまりがつくまで，人

心ははかりがたい。百姓を安撫して天下の人心を安寧にさせるには，すみ

やかにここで即位すべきだというので，みなの心に従って，秋のおわりの

月のはじめの 4日に チンギス・カンの大オルドにて 大いなる位にすわ

ったぞ。もろもろの百姓らを心やすらかにさせるため，大赦の文書をくだ

した。

醇禅皇帝，可憐見嫡孫，裕宗皇帝長子，我仁慈甘麻刺爺爺根底，封授晋王，

統領成吉患皇帝四笛大斡耳采，及軍馬・達達国土都付来。依著蕗禅皇帝聖

旨，小心謹填，但凡軍馬・人民的不擦甚痕勾嘗裏，遵守正道行来的上頭，

数年之間，百姓得安業。在後完沢篤皇帝，教我継承位次，大斡耳采裏委付

了来。己委付了的大営盤看守著，扶立了再笛寄寄曲律皇帝・普顔篤皇帝・
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姪碩徳、八剰皇帝。我累朝皇帝根底，不謀異心，不図{立次，依本分与国家出

気力行来，諸王寺寄兄弟毎，衆百姓毎，古都理会的也者。今我的姪皇帝生

天了也廃道，道南諸王・大臣，軍上的諸王.，~ft馬・臣僚，達達百姓毎，衆

人商量著，大{立次不宣久虚，惟我是醇禅皇子奇矯派，硲宗皇帝長孫，大位次

裏合笠地的体部有，其余争立的三f耳元弟也無有，這般曇駕其間，土ヒ及整治

以来，人心難測，宣安誕百姓，使天下人心得寧，早就這裏即位，提説上頭，

従著衆人的心，九月初四日 於成吉思皇帝的大斡耳采裏 大位次裏坐了也。

交衆百姓毎心安的上頭，赦書行有。

{歴史語葉・特殊吊語の対照簡易表} 書禅皇帝:Secen qa yan. r賢明なカ

アン」の意。クビライのこと O 裕宗皇帝:Cinkim.裕宗はチンキムの廟号。

部位していないチンキムを皇帝と称するのは チンキム系であるイスン・テム

ルから見て追尊した表現。 言麻剥爺爺:Kamala~K，αmmala. 爺爺は「父親j

だから，その意のモンゴル語ecigeの訳語。「カマラ父君」の意。 四笛大斡耳

采:いわゆるチンギス・カンの四大オルドのこと O 軍馬:ここは「軍馬Jで

はなく， r軍」と仁馬」と解す。「軍j はどをrig，r馬」は aqta， もしくは adu'u.

達達国土:達達は Tatarの音写でモンゴルをあらわす。達達国土は，達達の冨

土か達達の冨と土のどちらか。前者ならば 元代漢文典籍にしばしば見える達

達地面と同義となる O すなわち，近現代におけるモンゴリアにほぼ担当する O

後者ならば， ulusとyajarの各訳語となる O 聖旨:I京語はjαrliq. モンゴル

時代，大カアンの命令・ことば・命令文書・書簡だけをジャルリク，すなわち

「おおせ」といい，イむの帝室・諸王・后妃・将相のそれはウゲ uge，すなわち

「こと iむといって明確に区別した。 人民:おそらくこのモンゴル語原語は

l.rgenだろう O 勾賞:J京語は uile(s)rこと，行為，仕事，公務Jを意味する O

裁判・可法上で使われると，結果として「訴訟，裁きJの意味にもなる O 完

沢篤皇帝:Oljeitu qay，αn. r幸いもてるカアンJの意で，成宗テムルのモンゴル

語の廟号。 大営盤 .Yekenu(n)tuqの訳語か。ヌトゥクは， r牧地，季節移動

圏，ふるさと」などを意味する C テュルク系の言語のyurtに相当する O 耳

三千:兄を意味する αqα の訳語。 畠律皇帝:Kulug qαyan. r駿馬なるカアン」
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の意。カイシャンの中富式覇号の武宗にあたるモンゴル語の廟号。 普顔篤皇

帝:Buyantu qayan. I富徳、あるカアンjの意。アユルパルワダの中国式廟号の

仁宗にあたるモンゴル語の窮号。 冨家:ここでは，王朝，朝廷，公家の意味

とせず，モンゴル語ulusの対応語と考える C 気力:Iちからj の意の

kueu (n)の漢訳語。ペルシア語の年代記でも妨cdadan I力をあたえる，力を

いたす，仕える」の意で頻用される O ::f:lf兄弟:これ全体で「あに・おとう

と」を意味する O モンゴル語aqade'uの訳語。ペルシア語の年代記では aqaω

iniのかたちであらわれる o I兄・弟Jの原義から， I長幼，はらから，同族，

一族jを意味し，とくにチンギス一族の意味でも使われる O 道南:r元典章j

など元代の政書・公壌にあらわれる「進北jに対忘する語。モンゴワアより南

方全域をさすと考えられる。 体例:Iきまり，ことわり，理由，道理，通例J

をあらわすモンゴル語yosunの訳語。

詔の内容は，大きく前段と後段にわカ亙れる。前段では，晋王家の歴史の大略

を述べる C チンキムの長男であるカマラがクピライ時代に晋王に封ぜられ，チ

ンギス時代以来のモンゴル本土とそこに展開する四大オルド・モンゴル騎馬軍

団をゆだねられたこと F数年の間」とは，カマラの晋王在位期間をいう)，成

宗テムル時代に，イスン・テムルがそれを継承し，ふたりの兄(本当はいと

こ)のカイシャンとアユルパルワダ，そしておい(本当はいとこの子)のシデ

イバラの即位を推進し，成宗テム jレから英宗シデイバラ時代まで，ず、っと帝位

にきs念をもたず， Iウルスのために力をつくしてJきたことをいう O モンゴル

帝国とクピライ王朝の安定は，自分たち父子が30年余にわたり，モンゴルにと

って「国家の根幹jであるモンゴワアと伝統の千戸群を保持したからだと主張

しているのである C これは，事実である O

後段では，シデイバラの暗殺と自分の郎位の大義名分を語る O その理由づけ

の第ーは，まずなによりも自分の却f立は， I南J(ここではコピ以南をさす。大

元ウルスの本拠地は，内蒙と華北である)の中央政権の王族・宰桔，各地に出

鎮・駐屯している王族・姻族・将官，そしてモンゴル民衆たちの総意にもとづ

くことを強調する O それら三種の人々の協議の結果なのであって;~意や纂奪
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ではないといいたいのである O それらの人々の協議内容としてあげられるのは，

帝位が長く空位ではよくないこと(これは帝国全土にわたるクリルタイをちゃ

んと関かないことの弁明である入チンキム，カマラ，イスン・テムルと嬬長

子をつないだ自分こそがクピライ家の「嬬派jなのであり，自分が帝位につく

のは正当であること(これには，帝位継承から排除されてきた自分たち父子の

それまでの不満を述べる面もある)，他の候補者もいないこと(対象となるチ

ンキムの孫・曽孫の世代では，ということであるが，本当はコシラがアルタイ

方面にいる)，大カアン他界後の人心安定のためにはすぐにこの場で即位した

;まうがよいこと(皇帝暗殺とし寸異常事態であることを言外にいい，モンゴリ

ア王として，いまや龍一の実力者となった自分が部位するのは当然のなりゆき

であり，その即位式の場が自分の本拠地であるのは，やむをえない仕犠である

ことをいう)，の 4点である O しめくくりに，即位式は，国家草書IJの英主チン

ギス・カンの大オルドのあるケルレン上源の草原でおこなわれたこと(すべて

のモンゴルにとって原点となる由緒のある場所で即位したことをいう入天下

に大赦をおこなう文書，すなわちピチク bic"ig をあまねくくだしたことで終る O

じつにわかりやすい詔である O 自分の血統と立場が特別なものであることを

誇る点，暗殺者たちと組んだうえ，全帝国あげてのクリルタイをもよおきない

うしろぐらい即位であることへのいいわけをつらねる点，どちらも大変に正直

な内容といっていい。この詔は，世界帝国の支配層を構成する当時のモンゴル

たちにとって，政権の正統性とは，いったいどのように考えちれていたかを，

われわれに率産・簡明に示してくれる C それは，上は帝室諸王から下は一般平

氏まで，いわゆる「モンゴル・ウルス」の輿望をになうこと，そして統合の中

心にふさわしい血統の糞種であり，かつ「モンゴル・ウルスjを安寧にみちび

く力量と経験の持ち主であることの 3点である O

大カアンをモンゴル共同体の盟主とする観念は，変わらずに生きつづけてい

るC イスン・テムルは，モンゴル共同棒の全成員にむかつて，一生懸命に語り

かけ説得しようとしているのである C 集会において正々堂々と論じわたれる雄

弁さがモンゴル大カアンには必要とされたが，その一端がここにかいま見られ
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るO 大カアンは生得の絶対権力者とはされていない。イスン・テムルが語る調

子に，尊大なところは感じられない。うそもまことも含めて，率直さと平明さ，

そして抜群のわかりやすさにおいて，この即位の詔は，その文イ本ばかりでなく，

内容でもめずらしい存在である O その意味で，やはり奇妙な即位詔かもしれな

し¥0

(2) イスン・テムルの立場

ひるがえって，ではなぜ，このときイスン・テムルでなければならなかった

のか。テクシらは，なぜ、イスン・テムルを擁立しようとしたのか。也に選択肢

は本当になかったのかc

鍵iま，イスン・テムルの即位詔に示されている O 当時の情勢から見て，英宗

シデイバラを倒したテクシたちにとって，もはや晋王イスン・テムルをえらぶ

況か仕方がなかった。多くのモンゴルたちがそれなりに妥当だと納得でき，テ

クシらにとっても都合の悪くないのは，イスン・テムルしか本当にいなかった

のである。

暗殺の中核となったテクシら数人は，テムデル与党であった。かれらは，テ

ムデルが揺穿をかけて放逐したコシラをいただくことはできない。コシラがも

し大カアンとなれば，旧テムデル与党に報復することは目にみえていた。コシ

ラとその与党は，ダギ政権そのものを憎悪していた。テクシらは，ダギ政権側

の人間であっ t::.o

コシラが駄目となると，チンキム一円のうち，中央王国系列には， もはや適

当な候補はいなかった。チンキムの三子のうち，次子ダルマパラの子で唯一の

生きのこりアムガは庶出であった。大カアンとなるには，嫡出の貴種でなけれ

ば.rモンゴル・ウルスj各暑の賛同をえることはできない。チンキムの第三

子の成宗テムルには，徳、寿という名の王子がおり. r皇太子」に立てられてい

たが，早遣していた。そもそも，徳寿の早遣が，成宗他界後の帝国紛争の遠因

であり，それが，カイシャンの奪権，さらにアユルバルワダの浮上をもたらし

た。ただひとり，カイシャンの次子トク・テムルがいたが，かれは芙宗シデイ
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パラとテムデルによって，海南島に流されていた76j英宗シデイバラは，所詮

はダギーアユルバルワダ系列の人間で、あり，カイシャン派に対する排斥・ 5定

の姿勢・立場はテムデルと変わらなかったc こうし寸場合 英宗とテムデんは

手を組んだ。芙宗政権を反テムデルとばかり決めつけるのが誤解であることの

一証でもある O

英宗シデイバラの能界によって，クピライ時代のチンキムの遺鉢をつく、、中央

王国は，大カアンの位とともに，中心となる適当な人物を失っていたのであっ

た。長年の排斥の結果，貴種はシデイバラひとりに先掘りしてしまっていたの

である。英宗の弟の安王ウドゥス・ブカ (JC都思不花ζ治ノtSBuqa)は，早世し

ていた。この兄弟は， ともに子がし=なかったc

中央王国系列に入がいなければ，クピライ家の嫡出の貴種という点から，西

方王国である安西王家か，北方王国である晋王家しかない。ところが，西方の

雄である安西王家は，カイシャンの奪権のさい，取り漬されたかたちになって

いた。安西王国の第二代当主アーナンダは，はじめ或宗テムルの寡婦となった

ブルガン・カトンの誘いで彼女と組み 大都の政権をいったん掌握した。しか

し安西王の帝位継承に不講な中央王国系列の宿老・要人たちが，河南の懐孟

に事実上で配流されていたアユルパルワダを近隣にいる貴種ということで引き

ずり出し，アーナンダーブルガン政権を転覆させたむそのあと，カイシャンの

大進撃がおこるのである (illにて詳述)。

アーナンダは処刑され，安西王国領は， じつはそっくりアユルパルワダが引

きついだ子7) ところが，アユルパルワダは「皇太子j とされたから，ややこし

くなった。モンゴル帝国において，チンギス・カンが定めた臣家の基本型(左

右両翼の 6個のウルスなど148))は，ゆるがすことのできない担法として尊重

された(だから，しミくち帝室叛乱があっても，チンギス時代に創設された一族

ウルスそのものは，決してほろぼされることはなかった)。ちょうどそれとお

なじように，大元ウルスでは「第二の創業者jであるクピライのさだめた国家

システムの基本パターンそのものは 犯しがたいものとされた。この場合，安

西王家のアーナンダにはオルク・テムル(烏魯帖木児 ιirugTentur) という嗣

-146-



子がいたが，武宗カイシャンは彼の継承を認めず，ただし安西王国とし寸枠組

は溢存して弟アユルパルワダに授与したのである O

一方， r皇太子jという立場は，クピライ時代のチンキムがそうであったよ

うに，実質上，中央王国の主人で、あることを意味する o r皇太子Jが帝位につ

けるかどうかは，クリルタイ次第，つまり実力と運(現実にはクリルタイを動

かせる軍事力が決定する O 成宗テムルとカマラの争いも，じつは，テムルの背

後に大軍団を握る大将軍パヤン Bayanがいたからである)によるが，少なく

とも「皇太子jとされた人物辻，現職の大カアンの膝もとで中央政権と多分に

機構・人間講成上で重複する部分のある中央王国を握るのである O だから，ア

ユルバルワダが「皇太子」でありながら，安酉王国領をひきつぐという事態を

字句どおちにうけとると，三大王国のうち，二つまでも彼が握ってしまったこ

とになるO

カイシャン時代のアユルバルワダの立場は， じつはよくわからない点が多い。

すでに述べたように，仁宗・芙宗期の漢文文献には，共通してそうした微妙な

ことをあきらかに避ける独特の皮膜がかかっている O ただし，手がかりはひと

つある O それは，カイシャンの嬬長子コシラが，アユルバルワダのつぎの「皇

太子Jとして談合されていたことである O つまち，カイシャン後は，コシラが

中央王冨の主人に予定されていた(ただ，もしそのとおりになったとき，安西

王国領は，シデイバラかトク・テムルか，はたして誰が相続を予定されていた

かは推測の限りでないが)。カイシャンにしてみれば，はじめからコシラを

「皇太子J にしたかったところだろう O

おそらく，アユルパルワダの「立太子」のためにカイシャンのもともとの構

想は，少し狂ったのである O カイシャン時代の三大王国は，おそらく中央王国

の帰属については，いったん棚あげにしたかたちで，その行政職の部分と安酉

王国領をアユルバルワダが継承し，モンゴリア王屈には晋王イスン・テムルが

そのままいつづけることとなったのではないかc クピライ時代とくらべ，若干，

変型したことになる O

安西王アーナンダの子才ルク・テムルは，安西王位の継承，すなわち安西王
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家による安西王国の復活を幾度となく嘆願した子9) しかし いつも却下された。

武宗カイシャンは早々に他界したから，オルク・テムルのうらみは仁宗アユル

パルワダとその子の英宗シデイバラにむけられた。コシラの「叛吉LJを演出す

るため，その与党の中心人物と目された洪陽王アスカンをわざと転出させた挟

西行省こそ，旧安西王国の中心をなす部分を担当するものであった。ラシード

f集史jによれば，アーナンダ時代の安西王国は15万もの大軍団を擁し，その

庄力を気にした成宗テムルカf即位後 討滅をおもいたち母のココジン・カトン

に諌止されるほどであった:50) 安西王家の再輿をねがう遺臣や関係者は広汎に

存在し，ついにかれらは現政権の転覆をたえずねらうこととなったFjテクシ

らの策謀に参加した面々のなかで，最高の貴種は， じつはこのオルク・テムル

であったi52j

とはいえ，テクシらにとって，オルク・テムん自身を新帝に援するのは，い

かにも具合がわるかった。純然たる「叛乱者」の印象となってしまう O 血統は

良いとはしミえ，現在はオルク・テムルは帝匡全土に知られた反政府勢力の巨頭

である O 新政権の大義名分は成り立ちがたく，モンゴルたちの賛開も求めがた

い。それに，オルク・テムルが帝位につくと，コシラほどではないにしても，

IBダギ政権内の人間であったテクシらにたいして，態度を豹変させないという

保証はない。オルク・テムルとしても，当面，英宗シデイバラへの復讐と安西

王家の再興だけをもとめて，テクシらの計画に参画していたのだろう O その限

りにおいて，オルク・テムルの参加は，テクシらに有力な旧安西王国家臣団の

参障を保証していたc

ょうするに，晋王イスン・テムルしかいないのである O 彼なら，たしかに嬬

流中の嫡流で文句のない貴種である O しかも，オルク・テムルのような傷がな

い。現職の大カアンが「不患の死jを遂げたあとのなだらかな継承者として，

もっとも自然かっ穏当である C 至元十三年 (1276)十丹二十九日うまれの晋王

イスン・テムルは153) このとき数え47歳。年齢でも申し分ない。也の誰よりも，

モンゴル共同体の総意をえやすい人物といえた。くわえて，その即位詔の文面

が示すように，父カマラ以来，帝位への野望はあきらかに秘めている O そして，

0
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なによりも，モンゴ1)アに強大な武力を有している O 逆にもし，彼を擁立しな

いとなると，その軍事力が「叛乱鎮圧Jを名目にテクシらにたいして行使され

ないとは限らないG

こうしたいわば誰にでもわかる当黙の計算のほか，テクシらには，さらにい

くつかの打算があったのではないか。ひとつは，晋王イスン・テムルの無能・

柔弱さである O もし，彼が有詑・果断であれば，大徳六年(1302) の晋王継承

後も，ひきつづきカイシャン，そして安西王アーナンダがカイドゥ陳営にそな

えてモンゴル高原に駐留しつづけることはなかった。肝心のカイドゥ自身は，

すでにその前年に他界していたのだから O カイシャン詩代にも，太蹄.7:其陽王

オチチェルがモンゴリアに駐屯しつづけたのも，カイシャン自身がいとこイス

ン・テムルの実力を熟知していたからだろう O さらに，晋王家の軍事力をもっ

てすれば，カイシャン他界後の一連のいかがわしい宮廷内扮争に強権を発動し

て，北から迫ることも可能だったはずである O 事実，ダギ政権は，カイシャン

他界，コシラ追放，シデイバラ即位の節目ごとには，晋王イスン・テムルの懐

柔と優遇に努め，その都度，莫大な賜与をおくりつづけている:54〉あきらかに，

ダギとその周辺は晋王家の介入をおそれていた。しかし，晋王イスン・テムル

は，ついに微動だにしなかった。結果として，ダギ時代12年間のかくれた演出

家は，晋王イスン・テムルその人であった。

晋王イスン・テムルは， 1.鬼儲にむいた人物であった。権威の象徴となりだし

ていた大カアンにふさわしい入であった。野心家であちながら優柔不新なイス

ン・テムルは，テクシらの申し出をよろこんでうけ入れた。彼の却{立詔には，

もちろんテクシらの側からの智恵も入っていると見ていいc

イスン・テムル新政権の功労者となることで大カアン試虐を実権者へのステ

ップとできるつもりであったテクシらの計算は，見事に適中した。ただし，イ

スン・テムルは彼らがおもう以上に柔弱であった。自分の新政権が纂奪政権の

汚名を着ることになると入智恵されると 155) たちまちふるえあがり，警戒を解

いていたテクシら暗殺グループを捕縛・処刑した。このときだけは，果断に強

権を発動した。
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しかし，彼がプラス・マイナス両面で大カアンにふさわしい要件をそなえて

いること辻テクシらの計算どおちであった。彼の 5年半あまりの治世は晋王家

の首班であったダウラト・シャー(関東日沙Daulat品川が実権者となる C 大カ

アンの機関化・シンボル化は一段とすすんだ。イスン・テムル政権時代は，西

方の三大ウルスとの交流もさかんで，アルタイ方面のコシラとも融和した。漢

族官僚たちも意外なことに，むしろ自由・活発に発言・著述できたようであるヂ)

仁宗・英宗期のような，政権側からの「期待jが強制枠とならなかったからで

ある。ただし，帝国変動の芽は，別のかたちで確実に育っていった。キプチャ

ク，アス，カンクリら「常備軍」による新時代の胎動であった。

(なお，注は II.匝と一括掲載する)
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